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総説

博物館における自然史の再評価

Reevaluation of Natural History in Museums 

小出良幸

Yoshiyukj KOfDE 

Abstract. Natural history is significant as a system of aJI-round and interdiscipJjnary knowledge. MlIseums 

of natural hjstory shollld play a role as facilities of life-Iong learning and acad巴mlcc巴nt巴r.The natllral 

hjstory and musellms， however， ar巴vaJued insllffici巴ntlyat dl巴Illodernsociety. It is necessary to p巴巴valllate

an illlportance of natural history. Th巴Illod巴rnnatural history should work as the trinity of natural science， 

Illod巴rnnatural philosophy， and education of natural history. Persons having literacy of natural history 

could be cultivated by th巴臼!日ity，and they cOllld aSSllllle th巴nextg巴n巴ration，and 1巴newthe naturaJ history 

Conclllsiv巴ly，th巴trinityshollld lead to acclllllulate int巴IlectuaJproperty of hllman b巴ing.

Key words: natural history， mlls巴1I1ll，natural science， natural phjlosophy， edllcation of natural history， 

Iit巴racyof natural history 

l はじめに

現代の閉塞感は、単に不景気という経済的理由だけで

はなく、科学や社会全体の潮流に由来するものである。

混迷を続ける現代社会は、営利至上主義による限界と破

綻によるものである。学問の行き詰まりは、 近年までド

クマ的方法論であった要素還元主義が崩壊したためであ

る。このような潮流を考えると、営利主義や還元主義に

よらない総合的あるいは学際的な視点、の導入の重要さが

見えてくる。総合的、学際的学問体系のーっとして、自

然史が挙げられる。しかし、自然史は、 他の科学と比べ

ると、現在、低迷している。

自然史は、自然に関する資料をあっかう。ここでいう

自然とは、身近な地域のものから、広く大陸や海洋、 地

球全体にまでおよぶものである。かつて西洋において自

然史が隆接を極めたよう に、東洋でも西洋の自然史と似

た学問体系として本草学が盛んに研究された。しかし、

かつての自然史や本章学をそのまま展開するのではな

く、現代という時代や社会の要請に応じた新しい自然史

として対応する必要がある。

本稿の目的は、現代版の自然史の重要性を再評価すべ
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き時代になっていることを示すことである。そのために

本稿では、博物館とは何かを問いただし、時代の要請と

して自然史が重要な役割を果たすことを示す。

本稿をまとめるにあたって、 神奈川県立生命の星・地

球博物館の学芸員、試験的企画に参画 してくださった

方々に感謝する。

H 博物館とは

1 定義

博物館の英語、MlIseumは、ギリシア語の1ll0uselOnが

語源である。古代ギリシア時代の 1ll0uselOnは神殿とい

う面が強かったが、紀元前280年頃アレクサンドリアに

建てられた mous巴lonは、 今でいう学術センター的なも

のであった(椎名， 1993)。そして、現在の博物館の目指

すべき方向性は、まさに、この学術センター的なもので

あると考えられる。

昭和26年に制定された「博物館法jでは、博物館とは、

「歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する資料を収

集し、保管し、展示して(中目的資料に関する調査研究

をすることを目的とする機関J(第二条)と定義され、「博
物館に、専門的職員として学芸員を置J(第四条三)き、
「学芸員は、博物館資料の収集、保管、展示及び調査研究

その他これと関連する事業についての専門的事項をつか

さどるJ(第四条四)とされている。また、 ICOM
(InternationaJ COllnciJ of MlIs巴Llms、国際博物館会議)の1989

年に制定された憲章では、博物館とは、「人間と環境に関



2 

4000 

Y. Koid巴

吋

Lnツ
A
句、‘Jn

y
 
n凶τ
必
勾3
 1
 

0
6
 

今、
d内‘J

5
 

吋
J
-

吋

'e
今、“

，コ
《

Ul
 
弓‘
l
 

ハ
y
nヲ
勺
，4&
 

組
“
寸
nツ06
 
J
ω
 

nxo 

今

4nu 
今
L
づ，
勺

ム

nu 
q
L
 
ro 、
，bF
、J
勺

I-、J
q

，-
今

J戸、d戸、J
ぺ，
L

ro
 

J
 
4
 

ベノ・
吋

-
£
U
 
l
 

AMY 
♀
 
'hu
 

ベJ今、d、，"

3000 

20001 

1000 

図1.陣物館数の変遷日本博物館協会に登録されている博物館(館合計)と自

然史博物館の年度ごとの館数を示したデータは日本陣物館協会(2∞ua)による.

する物質的証拠を収集、保存、研究、伝達、展示をして、

公共のために公開J(A..tticle 2， para. 1 ) し、 「一定の倫~H規

定を尊重する特別の研修を受けたものか経験を持つ専門

職員J(Articl巴 2，para. 2)がいるところとされている。

上記の定義や特徴は、多様化する|事物館の全体像を必

ずしも表してないかもしれないが、大枠は捉えているの

ではないだろうか。加藤 (2∞0)によれば、博物館の機能
として、 資料の収集、資料の整理・保管、資料や活動上必

要な調査・研究、および教育普及の4つを挙げている。ま

た、小出(1 999b)は、生涯学習施設における博物館の特

徴として、 実物資料が大量にあること、資料 ・情報が系統

的に集められていること、サービスの対象が一般の市民

にあること、の3点、を挙げた。博物的活動は、学芸員が有

効に機能することによって始めて活かされるものである。

2 必要性

日本において、博物館の数は、毎年増加している

(図1)。日本の|尊物館は、 1999年3月31日現在で，3，691

館あり、自然史博物館は、 177館にのぼる(日本|尊物

館協会編， 2000a)。一方、生涯学習施設である公民館

はl万7000館、図書館は2400館ある。日本の高等教

育施設である大学は622校、短期大学は585校ある。

施設数で見ると、公民館や図書館と同様に、博物館(は

重要な生涯学習施設であることがわかる。このような

生涯学習施設の充実の背景には、社会の成熟化、社会

の高度化、学歴社会の弊害の是正があるといわれてい

る(大淵， 1999)。

博物館には、年間l億7000万人の入館者数が、自然史

館には700万人の入館者があった(日本|尊物館協会編，

2000b)。公民館は年間l億人、図書館は3000万人であっ

た。大学の在学者は、大学270万人、短期大学38万人

で、本務教員は、大学 15万人、短期大学 l万8000人で

ある(図2)。学校で学べる人数や世代を考えると、生涯

学習時代の現代において、現存の学校だけは充分でな

く、より多くの施設や人材が必要で、あろう。

このようなデータは、統計の取り方に遠いがあるた

め、定量的比較は難しい。しかし、少なくとも日本にお

ける生涯学習施設では、博物館が需要の高い、あるいは

馴染みのある施設ということを上述のデータは示してい

る。将来においても、博物館の内容の充実あるL刈まさら

なる増設は不可欠である。

3 目標

小出ほか(1999a)は、陣物館を取り巻く現状を多角

的に分析、総括し、博物館の現状は決して満足で、きるも

のではなく、限界があることを示した。 小 I~:I (1999b)で

は、博物館の限界を、時間的限界、空間的限界、知的限

界、量的限界の4つにまとめた。4つの限界は、 4つの目

標に転換できると考えられる。以下では、限界をいかに

目標と読み替えるかを考える。

市民が|尊物館の情報を必要とするのは、決まった時間

ではない。従来の博物館の開館時間では、職種や階層に

よっては、全く 利用できない。現状の博物館には、 H寺間

的限界が存在する。しかし、時間的限界を越えて、 ii、
つでも」博物館の情報を利用できることが理想である。

利用したい時、博物館にすぐ行けるわけで、はないし、

ある博物館しか持つてなLν情報は遠くてもその博物館に

行かなければならない。このような空間的限界を越えて、

「どこでもj利用できる博物館の情報提供が望まれる。

博物館の情報は、網野:的で、かつ選択的で、あることが求

められる。市民からの問い合わせの多くは、広く浅い網

羅的内容である。一方、資料に関する専門的情報が、選

択的に収集される。選択的情報は、博物館では長年にわ

たって実物資料と共に系統的に収集される。選択的情報

は、専門|生が高いが、1君j物館が自然の研究面で果たすべ
き重要な役割と位置付けられる。多岐にわたる情報を公

開するにあたっては、知的限界を設けられている。例え

ば、小学生高学年の学童に理解で、きるような情報提供
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公民館
図書館
博物館

施設数
17，000 
2，400 
3，492 

利用者数(年間)
l億人
3000万人
1位、7000万人

博物館は重要な生涯学習施設
博物館入館者
l億 7100万人

公民館利用者
l億 0151万人

図書館利用者
3123万人

教育委員会・公民館の講座受講者
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者

措

一
研

三
前

-

-

受

一
炉

座
人

一
ン守人

講
万

一
セ
万

の
日

一
一
6

付
シ

一
ヤ
U

F
l

一
チ

市

一

叫

県

「
杖
|

四
回一民

施設数 在学・利用者 数員・学芸員 職員一人あたり
大学 622 270万人 15万人 18人
短期大学 585 38万人 1 Ti 8000人 21人
博物館 3，492 1 (:な7000万人 3，832人 年間14万4000人

博物館は馴染みのある
生涯学習施設

「けいこご‘とJ
小学生
677万人

中学校
438万人

小学校
766万人

幼稚園
179万人

図2.生涯教育および学校教育の利用者数.データは，図lや文部省の社会教育基本調

査(文部科学省，2001a)，学校基本訓査(文部科学省， 2001b)および日本博物館協会

(2000b)の統計による

は、低学年学童や幼児には難しいし、 専門家には情報不

足となるであろう。現実の展示では、情報提供の量には

限度があるため、何らかの知的限界が設けられている。

どんな知的レベルの要求に対しでも情報提供できるよう

な 「だれでも」利用できる博物館が理想となる。

博物館の観察会や実習、講座などの普及活動は、非常

に多くの回数おこなわれているが、供給より需要が多

い。 人数や定員、実施回数などの量的限界を越えて、 r~ 、

くらでも」参加・利用できるものが理想である。

現状分析から明らかになった4つの限界は、その限界

を越えることを目標とすれば、今後の博物館の方向性が

見えてくる 。 つまり 、 r~ ミつでも、どこで も、だれでも、

いくらでも」利用できる博物館が理想で、これが博物館

の目指すべき方向であろう。

川 自然史とは

1 自然史という用語

日本では、 naturalhistoryの訳として自然史あるいは自

然誌が用いられる。語源や実際の学問の歴史からして

rNatural historyを自然の歴史と解するのは誤りJ(千地，
1979)であり、 「自然誌」という用語が適切である(例

えば、 三枝， 1950;駒井，1968;大場， 1991;沼田，1994;糸

魚川，1996など)。しかし、大阪市立自然史博物館は、 「自

然と人間のかかわりとその歴史の科学を通じて人間に

とって自然とは何か」を理解しなければならないので、

あえて自然史と訳し用いている(千地，1971; 1975)。そ

の後、自然史を名乗る多くの博物館がつくられた。糸魚

川 (J996)は 「現在の姿を記述するということは、もち

ろん非常に大切な乙とであるけれども、も う一つ、そう

いう物がどういう経過を経て成立したことかというごと
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も大切」であるという位置づけで使った。つまり、自然

の歴史性(時間、変化、進化など)を重要視するために

自然史という用語を意識的に用いたのである。

以上のよう に、自然史と自然誌の両者が、現在使われ

ている。意識的に、どちらかを選択して使われることも

あり、両者とも定着している場合もある。現状でそれほ

ど混乱があるわけもないので、統一する必要もないかも

しれない(日本博物館協会編，1999)。

本稿では、自然史という語を使っている。それは、著

者自身が地質学にたずさわっており 、自然現象の ~I:I に歴

史的側面を見る場合が多く、史的観点による自然誌の記

述が必要と感じる場面が多々あるためである。著者に

は、自然誌より自然史のほうがなじみよいという理由だ

けで用いている。

2 自然史の歴史

西洋では自然史に関する記述は古く、ギリシアH寺代の

アリス トテレスの "HistoriaAnimaJium"まで遡り 、ロー

マ時代のプリニウス (GaiusPlinius Secundus)の77年干11

の"Naturalis H istoria"が最初のNaturalhistoryという述語

の使用とされる(千地，1998)。

近代ヨーロ ッ J ~は、ルネサンス、大航海時代、 宗教改

革の3つの潮流による神学的世界観の大転回で始まった

(木下ほか，1995)。近代ヨーロ ッパの成立と ともに、 正i

然史が大いに開花した。資料の増大、印刷技術の発達、

科学的自然観の構築、分類学の確立などが、その主要な

要因と考えられる。

17世紀初期のデカル トの思想に基づく機械的自然観

や、ベーコンの経験主義による先人間のない自然観察

が、科学の基本的考え方となった。このような科学的自

然観に基づく、自然史の研究者が、 18世紀に現れた。リ

ンネ (Carlvon Linn巴)の人為分類法と、ピュフォン

(G巴orgesLOLlis Leclerc de Buffon)の自然的分類法がその

象徴といえよう。ピュフォンの自然分類法は、総合的に

自然を見て分類するもの(糸魚川，1993)であったが、 19

世紀の学問の組|分化と要素還元主義的科学問によって、

総合的な自然史は衰え、 リンネの分類法が残った。

仁I~ 国では |尊物という言葉は古くから使われている。一

番古い記録は、晋の張華の撰によると伝えられている

「陣物志」全 10巻であるが、当時の 「博物」とは、広く

ものを知るという意味で、現在の「博物(naturalhistory) J 
とは違っていた(上野， 1973)。

また中国には、古くからものの名前と実物を対照する

学問として訓話名物と、本草学があった。紀元前5-2位

紀には「悶雅」という書籍があり、名物についての訓討

がなされている(上野，1973)。紀元前30年頃にはすでに

「本草Jという語が存在し(上野， 1989)、漢の時代には「神
農本草」が成立していたといわれる(赤堀，1988)。

日本の博物学の源流は、 中国の訓古と本草である。

古代日本(大和]時代~平安時代)では、 713年の「風

土記」に山野の草木禽獣の記載がある。918年の深沢ilifli

仁の「本草キ1:1名」は、日本最初の漢和薬名辞書である(宗

田，1988)。近世日本(安土桃山時代~江戸時代)に、日

本の博物学の礎ができた。江戸時代は、職業博物学者が

Y. Koide 

多く輩出した時代でもある。例えば、 1612年林緯111I多
識論」、1697年野必大 「本朝食鑑j、1685年下津元知 「図

解本草J、1770年田村元雄 「琉球産物誌」、平賀源内 「物
類品|熔」などが代表的なものである(上野，1973)。近

代 -現代日本(明治時代から現在)では、西洋からの自

然史の考えの流入によって、博物学は素朴な自然物の記

述から、 学問体系化されたものとなった(三ili命， 1978)。

Natural historyの訳語として、↑専物学から 自然誌へ、そ

して自然史が使われるようになってきた(三輪，1978)。

その後、各学問の独自性が強くなり、物理学、化学、生

物学、地質学などは、機械論や合理主義に基づ、いた自然

科学 (naturalsci巴nce)へと転化した。記載中心の自然史

の研究子法は継続されるが、その記載は合目的研究ある

いは起源、原因、因果、規則性を追求するものへとなっ

てきた。近年、全地球的 ・地球史的視点の必要性から、

再度自然史的な視点の導入が必要となりつつある。

IV 現在における自然史

1 自然史への潮流

いつの時代でもその時の 「現在」を、歴史の流れの先端

とみなす視点は重要で、ある。つまり、現在の現象を、過去

からの潮流の中に読みWfくのである。その結果、多くの課
題や問題点が見えてくるはずである。その後の歴史を見

ていくと、問題が解決されるものもあるが、長い年月を経

ても解一決できないものもある。しかし、歴史の潮流の先端

に現在があるという見方で現状分析をするこ とは、非常

に重要であり、多くの人が用いている子法である。

現代社会の問題点を、多くの分野で多くの識者が論じ

ている。現代社会においては、一地域に端を発した問題

が、最終的に地球規模の問題となる。あるいは、些細な人

類の行為が、長い年月を経ることによって大きな問題と

なることも多い。したがって、現在社会の問題を考えるH寺

には、常に全地球的視点や、地球史的視座が必要となるo

そのような現代社会の問題を、小出 (2000b)は、 利

潤優先社会の破綻、自然と人類の;jjE離、人類、による環境

破壊、従来の科学 ・哲学の限界、科学技術万能主義の限

界、要素還元主義の限界、 学問の細分専門化の弊害、と

要約した(図 3)。

資本主義経済は利潤を追求するがために、多くの負荷

を自然や社会あるいは人類自身にかけてきた。その路&寄

せとして、南北問題や食糧問題、人口問題、地球環境問

題などの多くの場面で、 「利潤優先社会の破綻」が起き

てきた。このような破綻を解消すためには、 INi-統力の
ある経済 ・社会的視座jで 「過不足のない社会」を目指

さなければならない。

人類は、かつては自然と共存して生活していた。文明

を持つことによって、自然の一方的利用をおこなうよう

になった。やがて自然は人類にとって共存の対象ではな

く、搾取の対象となり、「自然と人類の講師Jがおこ った。
自然には、 地球の歴史がその背景にあり、その歴史のつ

ながりが切断されると復旧できないことや、資源のよう

に限りがあることを、人類は学んできた。今重要なのは、

取り返しがつかなくなるほど自然が破壊される前に、

「地球史的視座」で、 「人類の自然への回帰jを目指すこ
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現状 目標 新たな視座

利潤優先社長の破綻 → 過不足のない社会 → 持続力のある経済・祉会的視座

自然と人類わヨjii離 → 入類の自然への回帰 → 地球史的視座

人類による環境破壊 → 生命と地球の共生

従来の科学l・哲学の限界 、→ 無知の知

ー~

要素還元主義の11良事

学問の細分専門化の弊害 →

ー'、e 、、t - ，̂--

J公ヌョー，r1u'、CJ

→ 地球 ・生命倫理的視座

→ 自然哲学的視麿

一-一一一一一

自然史が解決の糸口
図 3 . 現代社会の潮流.現代社会の潮流として ， 現状とその現状打開のための I~I 棋と，その目標達成するために導入すべき

新たな視座をまとめた.小出 (2000b)を改変.

とで、あろう。

人類は、生命の一部である。そして、人組は、 他の生

命あるいは生態系を利用して、生を永らえている。しか

し、現状は、 一個体が必要とする以上に、他の生命を犠

牲にし、利用して、生態系や環境をi政域してきた (1人
類による環境破峻J)。私たちは、生態系破域の影響を、
やがて自分自身に危険が及ぶことを環境問題として知っ

た。「生命と地球の共生Jを目指すために、 IJ山球・生命
倫理的視座Jを導入する必要がある。
学問は、進めば進むほど知識は増大し、発展し、その

限界がないかのように見えていた。しかし、 実際には各

分野で 「従来の科学 ・哲学の限界jが見えてきた。例え

ば、古典力学は万能ではなく、適応範囲があることを相

対性理論から教わり、相対性理論も量子力学から教わっ

た。紀元前にすでに存在していた 「自然哲学的視座jを

再度導入して、私たちは 「無知のまI]Jを持ち、より根源
的な視点をも って科学や哲学に取り組む必要がある。

20世紀は科学の時代といわれるが、その行き着いた

先が、 「科学技術万能主義の限界」である。科学:は非常

に強力な 「道具」だが、その使用を間違うと、取り返し

のつかない事態を引き起こすことがある。例えば、少量

の化学物質が、環境ホルモンとして種の絶滅の危機を招

き、少量だが長時間の蓄積によってオゾン貯のfl皮壊をお

こしている。今や「全地球的視座」で「科学の倫理Jを
もって、利用しなければならない時代となってきた。

17世紀のデカルトの合理主義から 21世紀の現在に至

るまで、科学に代表される要素還元主義は、成功を収め

た。しかし、近年、その 「要素還元主義の限界Jがみえ
てきた。すべてのことが原因と結果によって起こるので

はなく、予期~不可能なととや、不確実で砲事ff~なことがあ

ることを学んだ。「多様性を認める多角的視座Jの導入
が 「不確実 ・ 複~HË 'I~:の理解」 には必要となる 。
科学や社会の進歩によって、多くの学問分野が設立さ

れ、細分化 ・多様化が起こ ってきた。「学問の創u分専門
化の弊害Jとして、科学分野の情報流通の不足による誤

j鮮や無駄などが多々あった。「学際的領域横断の視座J
による 「総合化」が、今後の科学や社会の効率的発展に

は必要で、ある。

このような全視座を提供する基礎的な学問体系が自然

史であると考えられる 。 あるいは、全地球的・地表l~史的

視点を培うためには、自然史のような学問が重要な役割

を演じる。それは、以下で述べるように、自然史が、個々

の身近な自然の記載から、総合科学あるいは学際的学問

としての性絡を持つからである。そして、自然史は、身

近なものから総合的・学|捺的なものまで整合的に連結し

てくれる。現代社会あるいは科学の行き詰まりを打開す

るためには、還元的科学だけでなく、総合的・ 学|捺的科

学として自然史の充実が急務である。

2 自然史の必要性

糸魚川 (1998)は、自然史を 「自然のありのままのす

がたと生い立ちを総合的に研究する学問」とまとめた。

著者も同意見で、現代的な自然史を目指すべきであると

考える(図4)。

自然史の中心素材は、 「地域の自然jや「ものJであ
る(糸魚川，1991)。そして、広くは 「地球Jや「惑星j、
「宇宙」にまでおよぶ。

自然史の基本は、まず身近なありのままの自然に接

し、調査し、研究することである。つまり 「地域性」こ

そ自然史の出発点で、ある。「地域性jから出発した研究成

果は、自然史の全体系の中で位置づけられ、全地球的・

総合的視点として市民に伝えられなければならない。

自然史の目指すべき方向は、前述の時代や社会の潮流

より、以下のようにまとめられる。自然史は、自然をあ

りのままに見、さまざまな視点、で捕らえ、長い歴史の結

果として現在の自然があることを理解し、より高次の規

則性や原理、法則を見出そうというものである。

「自然をありのままに」とは、 地域の自然や実物など

の記載に基づく 「自然への回帰」への動機付けを意味す

る。「さまざまな視点で捕らえJとは、人類と生命と地

5 
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自然 (nature)へのかかわりを

記述 (hist問)することと、

思索.哲学 (帥ilosophV)をすることは、不可分

現代自然哲学は、自然史の拠りどころ

西

機械論的・合理的
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行声吉まり

先駆的現代自然哲学
gヨ命制流 (W川ぉ0/1， 19i9) 
JI!J 長悦主地~"，!: (竹内 長谷川白 1981)
ガV(7・政治 (Lovelock. 1988) 
生命誼;(中村. 1990) 
エコ口ジー的思巧(立花 1990) 
下 aj~ (松)1'.1993) 
人IiIJ悶 W Ji'.1996) 
f也wt(j)~Mj日. 199B) 

医14目自然史の潮流.現在の自然史の必要性を再評価にいたるまでの歴史をまとめた.西洋と東洋(1:1'
匡|と

日本)での自然史と関連する事項の歴史をまとめた 小出 (2000a)を改変

球の関係を学際的視点で見る全地球という自然im(全地
球観)である。「長い歴史の結果と して現在の自然があ

ることを理解」するとは、 地球の歴史観(地球史観)を

持つこ とである。「より高次の規則性や原理、法則を見

出すjとは、人類、生命、 地球や宇宙などを総合的に捉

える視点(現在自然哲学)である o地域性と全地球的と

いう自然史のあり方は、上述のように整合性をも ってお

り、今後、科学全体の中で重要な役割を担う べきであ

る。これが、著者の考えている自然史の体系である。

今まで述べてきたことを考え合わせると、自然史の研

究および自然史に関する科学教育は、 1呼物館が 1*1心と

なっておこなうのが最適であると考える。その)]l由は、

博物館には、大量の実物コ ンテンツとそれに関連する自

然史ドキュメントが蓄積されているからである。言い換

えると、博物館は、自然史における学術センターの役割

を果たさなければならないであろう。

3 自然史の体系化

従来の要素還元主義的科学の行き詰まりを解消するた

めに、総合的・ 学際的学問の必要性が認識されるに至っ

た。自然をありのままに(地域の自然や実物などの記

載)、 さまざまな視点で捕らえ(学際的規点による州究)、

より高次の規!~ IJ性や原理、法則を見出そう(総合的視点

による研究)という自然史は、上述のように、現在の科

学の閉塞感を打破する有効な学問分野であるといえる。

自然 (natul巴)へのかかわりとして、記述 (hisrory)す

ることと、思索や哲学 (philosophy) をするととは、か

つては不可分であった。呪代では、 科学とは哲学は述動

することは少ない。しかし、総合的・ 学際的学問として

の自然史の重要性が噌せば、考える姿勢として、哲学の

重要性が増して くるのではないだろうか。科学の総合

化・ 学際化の潮流は、科学をより広く、人間と科学、地

球と科学、生命と地球などでの視座を求めている。そこ

で必要なのは、プラ トンやア リスト テレスらの主張した

自然と人間の全一的・総合的な視点、つま り現代版の自

然哲学の復興ではなかろうか。その任に当たるのが学芸

員である。学芸員は哲学者であるべきである。

自然史の中心素材は、 「地域の自然Jや 「ものjであり、
広く 「地球」や「惑星J、「宇宙Jにまで及ぶ。身近なあり
のままの自然に接して、調査研究し、 そこから生まれた成

果は、総合的 ・学|捺的見地で体系化され、自然科学とな

る。その任に当たるのも、 学芸員である。学芸員は研究者

でもある。自然科学は、今では著しく 細分化がされている

が、自然史における自然科学は、地域の自然や実物を中心

とする総合的学際的な科学を目指すべきであろう。

自然史には、さらにもう一つ重要な機能が必要であ

る。自然史教育である。それは、 自然史リ テラシーを

もった市民を育成することである。自然史リテラシーと

は、自然史に関する基礎的な素養あるいは教養のことで

ある。自然史の中では、普及教育が重弘1な役割となって

pるが、その最終的な目1需は、自然史リテラシーをも っ
た人材の育成であろう。自然史教育で、自然科学と自然

哲学の体系を、わかりやすく 市民に伝えられ、次世代に

継承され、次世代の学芸員が育成されることを理想とす

る。自然史リテラシーを作り上げるための理論や方法論

をまとめ、それに基づいて実践的活動をして実証しなけ
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身近なありのままの自然への接触

調査研究

総合的・学際的見地で体系化

自
然
史
の

更
新

自然哲学

図 5 自然史の三位一体.自然史は，自然科学，自然哲学， 自然史教育の三つの体系が連動して，機能することが重要である.

ればならない。情報や人材、知的資産の集積度を考える

と、実物に基づいた自然科学や自然史リテラシーは、博

物館において行う乙とが一番適切であると考えている。

自然史においては、自然科学と自然史リテラシ一、現

代自然哲学が三位一体となることが重要であろう。三位

一体によって、自然史が体系化され、構築されるであろ

う。このような三位一体のサイクルが機能すれば、自然

史は、持続性、発展性のある学問 -哲学 ・教育体系とな

るであろう。そして最終的に人類の知的資産が蓄積され

ていく(区15)。

これが、目指すべき自然史の体系化のための全体像

である。

4 現代の自然史の応用

上述のような自然史の体系を充実することによって、

現状の問題点が解決できることが、いくつかある。それ

は、地域性の充実のために 1]愉入文化からの脱却」と、
自然史のもつ地域性の象徴である実物への回J局として

「ノくーチャルからリアルへの転換」である。

「輸入文化」からの脱却は、 地域性の充実のための固

有文化の発信によって司能となる。

今までの日本の文化や科学の特徴として、敵米の独創

性を活用することが多く、日本固有のものは少ないとい

われてきた。特に技術の面においてはこの傾向が強かっ

た。近年、世界競争の中で生き抜いてきた日本の技術力

は、今や位界有数のものとなっている。しかし、文化に

おいては、音楽や芸術、 ファッションなど 1]1輸入文化」

といわれるものが、未だに日本の主流を形成している。

どの地域にも固有の文化や固有の自然は多数あり、そ

れは世界に誇れるものである。このような世界に誇れる

素材を利用すれば、世界に向けて情報発信ができる。そ

もそも自然史においては、 高低はなく、 地域性や実物を

活かす限り、 「輸入文化jなどはありえないはずである。

日本でも地域性を反映した自然史を体系化すれば、日

本固有の自然史が構築できるはずで、ある。日本の教育水

準は高く、研究者密度が高いことから、日本固有の自然

をすぐにでも発信することが可能である。それを世界に

発信すれば、自然史に関しては簡単に 「輸入文化」から

の脱却が図れる。情報発信をインターネ ットのホーム

ページからおこなえば、だれでも簡単に位界中の人への

情報発信が可能である。少数の人間でも、日本の自然史

の確立に向けてスター卜することが可能で、ある。

陣物館においてインターネッ トの利用が今後増えると

考えられるが、博物館の情報発信がバーチャルに片寄る

可能性がある。1/'¥ーチャルからリアルへ」とは、リア

ルつまり自然史の基本素材である 「地域の自然」や「実

物」をつねに忘れないという意昧である。

今や生活や研究活動の一部あるいは多くの部分は、コ

ンピューターを介しておこなわれている。特に研究活動

のデスクワークはほとんどコンピューターに向かうこと

が多p。日常生活の多くの部分でバーチャルな|立界にい

ることが多い。自然史の基本はリアルであるから、リア

ルつまり 「地域の自然」や 「実物」を忘れることなく、

/'¥ーチャルの世界を巡る必要がある。よって、 今、あえ

て「より自然に近く jという意味で、 「ノTーチャルから

リアルへの転換Jという言い方をすべきであろう。
自然史の目指すべきものと、情報発信は相反する方向

性のようだが、以上述べたように調和的なのである。

V さいζに

何人かの識者が、自然史の必要性を説いている。彼らの

いう自然史は、従来の記載学的自然史ではない。本稿でも

自然史は、「地域の自然」や 「実物」の記載から端を発し、

総合的かつ学際的体系に至るすべてであるとした。社会

や科学の潮流を見ても、今後ますます自然史の重要性が

増すであろう。かつての自然史を再評価liして、現在版自然
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史を構築する必要がある。これは、現在の自然史憾物館を

支えている全学芸員の重要な責務であるといえる。
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原著論文

神奈川県大磯丘陵に産する火山岩の岩石学的特徴

Petrology of Volcanic Rocks at Oiso Hill， Kanagawa Prefecture 

小出良幸・ 山下浩之・平田大二 ・菅井美里 ・中村裕子 ・前田 信・小嶋 結

Yoshi戸IkiKOIDE， Hiroyuki Y AMASt丑TA，D句iHIRATA， Misato SUGAI， Yuuko NAKAMU孔屯，MakotoMAEDA & Yui Ko凪-1A

Abstract. We inv巴st1gat巴dp巴trologicallyvolcanic rocks occurred at Oiso Hill， Kanagawa Pr巴f巴ctur巴

Although th巴rockshad been classifi巴dinto “alkali olivin巴basalt"at th巴previousstudy， we could not find 

th巴basaltin our field surv巴y.We r巴V巴al巴dthat the volcanic rocks ar巴and巴S1t巴whichb巴longsto non-

alkaline rock s巴n巴sand contains normativ巴qumtz.W巴consid巴I巴d出atthe and巴siteof Oiso Hill is r巴lated

geologically to Min巴oka-HayamaTectonic Belt. 

Key words: andesit巴， nOI1-alkalin巴，Oiso，P巴trology，normative qumz 

lはじめに

大磯地域の火山岩類は、 三浦半島から、房総半島にか

けて連なる火山岩類 (一部は海洋地殻の断片であるオ

フィオライト)との対比を考えると、西方延長あるいは

最西端として、非常に重要な位置にある。従って、木地

域の火山岩類の岩石学的性質を明らかにすることは、地

質学上重要な意義がある。

木村・藤岡 (1981)の岩石記載で、本地域の火山岩類

は、 「アルカリ玄武岩jとされた。しかし、続く岩石学

的研究はなく、岩石薄片による記載のみで、その後の岩

石学的研究はなされてない。火山岩として分布や岩体が

小さいこと、岩石の風化が進んでいることなどが、岩石

学的検討を困難にしている理由と考えられる。今回、著
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者らは、大磯地域に分布する火山岩の地質調査をおごな

い、岩石記載と全岩および鉱物の化学分析をおこない、

岩石学的検討を加えた。その結果をここに報告する。

本稿をまとめるに当たって、藤岡換太郎氏には、「ア

ルカリ玄武岩Jの実態に関する情報を、伊藤慎氏には地
質に関する情報を、谷口英嗣氏、加藤昭氏には 「アルカ

リ玄武岩Jに関する情報をI頁いた。以上の方々に、感謝
申し上げる。

H研究史

神奈川県平塚市と大磯町にある大磯丘陵は、古くは鈴

木(1888)、大築(1912)などにより、新第三系以降の

地層からなり、房総半島と三浦半島に分布する地層に対

比されることが示された。

その後も層序学的研究は続けられ、大塚弼之助の

1929年から 1933年にかけての一連の研究(大塚，1929a; 

1929b; 1930; 1931; 1932; 1933)で、大磯丘陵を構成する

第三系から第四系の層序の確立と、広く南関東地方の第

三系~第四系の研究がなされた。続いて、藤田(1949)、

立岩ほか (1954)、石黒(1974)、猪又(1979)による大

磯丘陵東部の高麗山一千畳敷山周辺および鷹取山周辺の

第三系~第四系層序学的研究、小島 (1954)による大磯

丘陵全域の第三系~第四系の細かな地質構造と、三浦半

島、 房総半島、丹沢山地の地層との比較検討、小沢・大

木 (1972) による丘陵西部の曽我山周辺の地質、 1to

( 1986)による大磯丘陵東部一南部にかけての第三系の

堆積年代と堆積環境、構造発達史の検討、矢野(1986)

による大磯丘陵南西部の第三系および第四系の微化石年

代学による層序と堆積環境の研究などがある。
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図1.大磯丘陵の地質区1. AとBは，分析した試が|の採集地121.詳細は本文を参照のこと.

古生物学的検討しては、長田ほか(1988)、田口 ・松

島(1997)による大磯層および時取山層産の員化石の研

究、森・長田(1979)、Okulllura(1980)による二宮層材

産の貝化石の研究、 北里(1986)およびKitazato(1997) 

による底生有孔虫化石による堆積環境と古水深の研究な

どがある。

岩石学的検討として、 Tsuya(1931)は、第三紀以降

にデイサイト質~玄武岩質のシく111活動が繰り返しあり、

現生の島弧火山活動との類似性を指摘した研究がある。

その後、木村ほか (1976)の高腿山層制ーの北部の玄武岩

枕状溶岩が存在すること、木村・藤岡(1981)のその溶

岩が 「アルカリかんらん石玄武岩jであることを示した

研究がある。徐 ・谷口(1988)や谷口ほか (1991)は大

磯層中の火山際の岩石学的性質と古伊豆弧の付加テク卜

ニクスについて検討した。

本論文で検討した火山岩類は、高関山層群北大磯層中

に産するものである (Ito，1986)。高関山層群は、大磯丘

陵東部の高臨山から千畳敷山にかけての丘陵地に分布

し、珪質泥岩層・砂岩泥岩互層・凝灰角傑岩層・火山I~~

凝灰岩層 ・「玄武岩質枕状溶岩」などからなる新第三系

である。この新第三系を大築(1912)は高麗第三紀層と

し、大塚(I929)は高鹿山層として命名記載した。高関

山層は、岩相の類似性から、三浦半島の葉山層1詳(中期

中新|立)に対比される。

木村・藤岡 (1981)は、千畳敷山北麓に露出する上万

田安山岩層 (石黒， 1974)と同じく高根の小岩休が、「ア

ルカリかんらん石玄武岩」の枕状溶岩からなる乙とを示

し、万田火山岩質層と再定義した。

1to (1986)は、 ナノ化石年代に基づき、高鹿山層群を

下位より北大磯層、千畳敷層に区分した。Ito(1986)は、

高関山~千畳敷山の稜線の南麓および北麓に分布し、珪

質泥岩層を主とし、デイサイト質凝灰岩を扶在する地層

を、北大磯層とした。千畳敷山北麓の「アルカリかんら

ん石玄武岩質枕状溶岩J(木村 ・藤岡，1981)も北大磯
層に含めた。北大磯層の時代は、泥岩中のナノ化石と、

シjレ卜岩のナノ化石より、1:1:1期中新世であると考えられ

ている(蟹江ほか ，1999)。

Ito (1986)は、 北大磯層のデイサイト質凝灰岩や火山

ti半屑物性泥岩、水中火砕流~t積物の堆積中に 「アルカリ

玄武岩マグマ」が噴出し、枕状溶岩やハイアロクラスタ

イトを形成したと推定した。しかし、蟹江ほか(1999)

では、北大磯層との関係は不明確で、断層関係である可

能性も高いとしている。

今永 ・山下(1999)では、「アルカリ玄武岩jの全岩

K-AI・年代測定をし、 7.89土0.51Maの値を得ている。北

大磯層の化石による年代が1:1:1期1=!=lffr-1主にあたることか

ら、今永 ・tJJ下(1999)の年代は三浦層群大磯層の時代

に相当する非常に若い年代といえる。今永 ・111下 (1999) 

では、この「アルカリ玄武岩Jの年代の意昧するところ
については、全く議論してないが、本岩石は変質が激し

いため、この年代がマグマの固結年代を示しているかど

うか、十分な検討が必要で、ある。本稿では、年代につい

てこれ以上立ち入らない。

川火山岩類の記載

今回調査した火山岩類は、北大磯層との関係は不明だ

が近接して産する。北大磯層には、酸liの火山砕屑岩類
が、含まれている。地質図 tに現れるような火山岩体と
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図2 枕状溶岩の産~;1く写真 A と B は ， それぞれ図 l の

AとB地点に対応する.

しては、限られた分布となる。Ito(1986)では、北大磯

層の西部に大きな岩体をーっと、 中西部に2ヶ所の小宥

体を報告している(図 1)01to (1986)の報告による大

きな岩体が、木村 -藤岡 (1981)の Loc.lに当たり、 2つ

の小岩休のいずれかが、木村・藤岡(1981)の Loc.2に

相当する。中西部の 2ヶ所の小岩休もしくはLoc.2の岩

休は、今回の数度に及ぶ調査では確認で、きなかった。

従って、今回の岩石学的検討は、平塚市万四の西部の大

きな l岩体についておこなった。

本岩体は、 lto(1986)の地質図では南北500m、東西

300m程度の大きさの岩休である。地質図上では、周辺

の北大磯層と千畳敷層と接しているのだが、その境界を

直接確認することができなかったので、地質関係は不明

である。

今回本岩体の2地点、から分析用試料を採集した。本論

文では、 北側を A地点、南側を BJm点と呼ぶ(図1)。

A地点は、枕状溶岩の形態を残す幅50l1l、高さ 20l1l 

の大露頭である。露頭の上部には更新世の相模層群に属

する傑岩層が、不整合で覆っている。ごの崖は、人工的

に切り聞かれたもので、露頭ができて、少なくとも20年

以上は経過している。人工的な開削面であるために、風

化が時間と共に進行している。しかし、現状でも、枕状

溶岩の産状が非常に良く残されており(図 2A)、直径

50cm程度のものが優勢で、ある。A地点は、アプローチ

しやすいことから、多くの研究者が試料を採集している

有名な露頭である。

B地点は、 A地点の南側にあたり、露頭としては連続

していないが、 山の斜面や林道沿いに点々と、枕状構造

図 3. 偏光顕微鏡写真.A と B は ， それぞれI~ 1のA

とB地点に対応する Aは斑状，填問状組織を示し(オー

プンニコル).Bは斑状，サブオフ ィティック組j識を示

す (クロスニコル) スケールは両写真共通である.

をもった岩石の小露頭があり、 一連の岩体と推定でき

る。B地点、は、風化は進んでいるが、枕状構造をよく残

している枕状溶岩である(図2B)0B 地点付近の枕の直

径は 30cm程度のものが優勢で、ある。B地点はA地点に

比べて、枕~7è構造がやや小さい。

A、B両地点とも、変質や風化が進み、岩石の化学分

析および検討には慎重を要する。A地点、からは、今回の

調査 (1999年-2001年)で採集した試料と、約20年前

( 1982年)に採集した試料を分析した (A)0また、 J982

年の試料は、今回の調査で採集した試料と比べ|明らかに

風化の程度は少ない。しかし、風化以外にも、沸石鉱物

(束沸石、菱汐g石、方淵;石、まれにトムソン沸石)とサ

ポナイトを形成した変質作用を蒙っている(加藤， 2001，

私信)。

B 地点は、枕状構造が明瞭で、風化の少ない火山岩の

試*，1を採集した。B地点においては風化の少ない試料で

あるが、 A地点の岩石と比べて、明らかに風化が進んで

pる。

本火山岩は、単斜輝石(普通輝石)と斜一長石を斑品と

して持つ1X:1状火山岩で、ある(図 3)。石基は、填問状組織

をもち、単斜輝石(普通輝石)と斜長石、少量の不透明

鉱物などからなる。B地点の岩石也、単斜輝石(普通輝

石)と斜長石を斑晶とする斑状組織をもち、石基部は結

晶度がAJm点のものよりよく、単斜輝石(普通輝石)と

斜長石、少量の不透明鉱物などからなる問粒状からサブ

オフイ ッティック組織をもっている。本試料の単斜輝石

11 
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表 l 湖南平安山岩の全岩化学組成

No 5 9-1 9-2 9-3 10-3 1B2 1B2 1B3 1B3 JA2 JA2 
町le打10 A A A A B T.W. Ref T.W Ref T.W Ref 

n 5 5 5 5 5 5 5 5 

Si02 56.52 55.76 55.72 56.30 55.81 53.24 52.96 50.80 50.77 57.54 57.71 

Ti02 0.94 0.97 0.98 0.95 0.80 1.20 1.18 1.46 1.43 0.71 0.68 

Alz03 15.95 15.89 15.74 15.51 17.24 14.60 14.56 17.07 17.13 15.71 15.76 

Fe203 10.76 11.71 12.12 12.03 11.1 1 14.25 14.17 11.78 11.78 6.38 6.35 

MnO 0.15 0.14 0.15 0.14 0.15 0.22 0.22 0.18 0.18 0.11 0.11 

MgO 4.26 4.34 4.29 4.36 4.75 4.69 4.59 5.12 5.17 7.74 7.77 

CaO 7.44 7.87 7.85 7.80 8.24 9.73 9.77 9.74 9.75 6.38 6.43 

NmO 2.23 3.11 2.85 2.78 2.78 2.00 2.03 2.61 2.72 3.13 3.18 

1<20 1.98 1.09 1.11 1.10 0.57 0.41 0.42 0.75 0.78 1.82 1.85 

P205 0.08 0.10 0.11 0.10 0.07 0.10 0.10 0.29 0.29 0.15 0.15 

sum 100.31 100.97 100.91 101.08 101.51 100.43 100.00 99.80 100.00 99.68 100.00 

L.O.I. 1.36 0.69 0.87 0.83 0.96 

c.I.P.W. NOlm (Fe203/F巴0*=0.15)

Q 10.17 6.90 7.99 9.00 8.50 

or 11.76 6.42 6.55 6.51 3.34 

PI 46.82 52.50 51.08 50.09 56.08 

ab 18.96 26.28 24.17 23.54 23.39 

an 27.86 26.22 26.91 26.55 32.69 

di 7.27 10.17 9.50 9.57 6.22 

wo 3.65 5.09 4.75 4.79 3.13 

巴n 1.66 2.24 2.04 2.08 1.46 

fs 1.96 2.84 2.71 2.70 1.63 

hy 19.64 19.40 20.13 20.19 21.79 

巴n 9.01 8.57 8.65 8.78 10.31 

fs 10.63 10.83 11.48 11.41 11.49 

01 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

打11 2.35 2.55 2.64 2.62 2.40 

1.79 1.84 1.87 1.80 1.51 

ap 0.19 0.22 0.25 0.24 0.16 

memo の A と B は，それぞれ1~ll の A と B 地点、に対応する . T.Wはthisworkの/11&.R巴fは公表値.nは測定回数.FeO* 

は、全鉄を FeOに換算したもの.

は、いずれも多色性はなく、木村 ・藤岡(1981)の記載

したチタンオージャイ 卜ではない。また、木村・ 藤岡

(1981)の記載したかんらん石も、採集した試料からは

発見できなかった。

今回採集した試料は、石基の結戸晶度からすると、 A地

点、の岩石は、 B地点、に比べ、冷却速度が速いと考えられ

る。枕状溶岩は、枕状構造が大きく中心部に近いところ

では粗粒組織を持ち、枕状構造が小 さいものや縁部に近

いものは細粒組織をもっ。岩石組織からは、起源や形成

過程の違いは認められない。

IV化学組成

今回、岩石学的検討のために、 A地点から 2個の岩石

と、 B地点から l個の岩石を選んで、蛍光X線分析装置

(XRF)により全岩分析をした。分析方法は、小出ほか

(2000)によった。また、そのうち、 At也点と Bt由点の

岩石で、変質と風化を受けてない鉱物として単斜輝石と

斜長石を、電子線微小部分分析装置 (EPMA)によって

分析をおこなった。

1999年と 2001年の調査で採集した試料(それぞれ、 A

地点NO.5とB地点No.10-3) と、 1982年に採集した試

料 (A地点 No.9)を分析 した。また、変質による化学

組成の変化を調べるために、風化の程度の少ない NO.9

の試料を用いて、 一番変質の少ないと考えられる部分

(No.9-1)、変質があるが岩石全体を代表するような部分

(No.9-3)、そして NO.9-3から沸石をハンドピックで取

り除いた試料 (No.9-2)を、それぞれ分析した。

火山岩の今回分析した結果を表 1に示した。どの分析

値も、 Si02含有量は、55wt%を越える安山岩組成である。

得られた化学組成から、c.I.p.w.ノルムを計算した。た

だし、蛍光X線分析装置では、 F巴はすべてF巴203となっ

て分析される。従って、ノルム計算には、 より現実に近

づけるために、 F巴203/FeO*(F巴0'1はF巴をすべてF巴Oとし

て算出したもの)を 1.5として割り振って計算に用いた。

その結果は、表 lに示したが、本岩石のc.I.p.w.ノルム

では、特徴的に石英が算出される。従って、ノルムかんら

ん石とノルム紫蘇輝石は出現しないシリカに過飽和なマ

グマから由来した岩石であると結論できる。Yoderand 

Tilley (1962)の分類では、石英ソレアイトに分類される。

2個の試料 (No.9とNo.lO)について、マグマ固結時

に形成された鉱物である単斜輝石(表では cpxと表記)

と斜長石 (pl)の代表的な鉱物化学組成を表 2に示した。

A地点の安山岩の斜長石のアノーサイ ト含有量は、 88

11101%で、 B地点は 6311101%である。A地点、の単斜輝石
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Rock No. 9 9 9 

表 2 鉱物の代表的化学組成

9 10 10 10 10 10 10 10 10 10 9 9 9 9 
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Wo 41.13 42.21 42.20 36.28 42.80 41.25 42.23 

En 48.39 47.25 46.91 47.93 45.88 47.67 47.09 

37.91 36.90 39.0 I 38.67 35.06 38.47 

46.40 47.36 39.17 41.11 46.44 45.09 

Fs 10.48 10.54 10.89 15.79 11.32 11.08 10.68 15.69 15.74 21.82 20.22 18.50 16.44 

Mg# 82.20 81.76 81.15 75.22 80.21 81.14 81.51 74.73 75.05 64.23 67.03 71.52 73.28 

An 一一一ーーー 88.01 55.36 65.35 63.87 

cpx :単斜輝石， pl :斜長石，Lpc・大きな斑品，Spc・通常の斑品 Mpc:巨品， c 結品の中央部 r:結晶の周辺部， WO・

wollastonite成分，En . enstati低成分， Fs: ferrosilite成分，A.n: a日orthit巴成分

の組成は、 W041.4En48.4FsIO.5、Mg11直は82.2で、 B地点では

W o37.9En43.4F S 15.7、Mg値は74.73であった。両地点の単斜

輝石は、 AIとTiが少なく、 Siが多いという特徴を示す。

V 議論

本地域の火山岩は、木村・藤岡 (1981)が 「アルカ リ

かんらん石玄武岩」と記載して以来、岩石学的検討はな

されてなかった。そのため、木村 ・藤岡 (1981)の記載

が、現在まで引用されつづけてきた。今回の調査研究

で、 「アルカリかんらん石玄武岩」の岩石学的再検討を

するために、本地域の火山岩を調査したのだが、 従来の

報告では見られなかった知見をいくつか見出した。以

下、 その詳細を検討する。

1玄武岩ではない

本地域の火山岩は、 木村 ・藤岡 (198])の報告以来、

本地域の火山岩は、すべて 「アルカリかんらん石玄武

岩」と見なされてきた(例えば、蟹江ほか，1999など)。

地質学的にも、枕状溶岩の産状を示し、オフィオラ イト

と海洋地殻の関連に非常に興昧を持たれたH寺期で、あった

ため、岩石記載では、玄武岩とすることに誰も疑義をは

さまなかった。野外では、 玄武岩と呼んでもいいような

岩石である。しかし、岩石学的検討をすると、今回の研

究から、玄武岩でなく、安山岩が広く分布することが明

らかになった。

本地域の火山岩は、どの分析値も、Si02含有量が、

55wt%を越える安山岩組成である。強熱減量 (Iosson 

ignition、表 lではL.O.Iと表記)を考慮、しでも、 Si02の

含有量が 55wt%より低くなることはない。

Si02の量で考えると、中性岩に相当する。しかし、中

性岩の境界は統ーされておらず、国際地質科学連合火成

岩分類委員会案 (IUGS;Le Maitr巴，1989)では、 52~ 

63wt%に定められているが、塩基性と中性の境界を、

52 .5wt% あるいは 53.5wt% としていたり、 I:I~性と酸性の

境界を66wt%としていることもある。本岩石は、どの境

界を用いても、 Si02の含有量からは中性岩となる。

玄武岩と安山岩の境界も、定義がさまざまである。玄

武岩と安山岩の;境界lこ、玄武岩質安山岩という細分を設

けることもある。玄武岩質安山岩は、 Si02の含有量で、52

~55wt% (Coxetal.， 1979)や53~ 57wt% (Hall，1987)の
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図4.Na，O+K20・Si02図.凡例の中の試料番号は表 l

に対応し，( )内のAとBーはそれぞれ|玄11のAとB地

点に対応する.

定義がある。また、玄武岩質安山岩を設けない分類では、

玄武岩と安山岩の境界のSiO，含有量は、 52wt%(Coxet al.， 

1979; Le Maitre， 1989)や53wt%(地学団体研究会編， 1996)、

53.5wt% (都城 -久城， 1975)の区分がある。

岩石組織や鉱物組み合わせは、玄武岩にもよく見られ

るものであるが、定義の上では、広義の安山岩に属す

る。従って、岩石分類の定義上は、本岩体は「玄武岩」

ではなく、安山岩と11乎ぶべきである。安山岩で、も比較的

塩基性の性質を持つ。従って、分類基準によっては、玄

武岩質安山岩とH平んでも差し支えない。

以上の検討から、本岩体の岩石名を安山岩もしくは玄

武岩質安山岩とH乎ぶべきものである。本稿では、以下、

安山岩と呼ぶ。

2アルカリ岩ではない

次に、今回分析した安山岩は、どのような岩系のマグ

マに由来したのかを検討する。

図5.P20， -TiO，図凡例の中の試料番

号は表 lに対応し，( ) 1村のAとBは

それぞれ匡11のAとB地点に対応する.

ABはアルカリ玄武岩， OIBは海洋烏玄

武岩，MORB は中央海嶺玄武岩がプロ ッ

トされる領ryx

〆--';t 0.4 
9・4
注、.〆。
ぷ0，2

。

• 10-3 (8) 

o 5 (A) 
• 9-1 (A) 

9-2 (A) 

o 9-3 (A) 

アルカリ岩系と非アルカリ岩系の区別は、区分図を用

いてなされることが多い(例えば、 koide，1986など)。今

回分析した試料の化学組成を、いくつかの区分図を用い

て検討した。

アルカリ岩系と非アルカリ岩系の区分は、主としてア

ルカリ (Na，OとK，O)の含有量によってなされる。そ

れを端的に表したのが、 Na20+K，O-SiO，図である(例

えば、 Macdonaldand Katsura. 1964など)。この図に今回

のデータをフ。ロッ トすると(図4)、非アルカリ岩系(図

ではTholeiiticTrendと示した)領域にプロットされる。

従って、この図においては、非アルカリ岩系という結論

が下される。

しかし、本試料のように変質の激しい岩石では、アル

カリ元素は移動しやすく、区分図での取り扱いには注意

が必要である。

本試料では、変質の程度に違いのあるものを同時に分

析した。A地点(図 1)において、 1982年から 2001年に

かけての風化時間の遣いによる検討のために、 NO.9と

No. 10-3を比較分析した。さらに、 1982年に採集した風

化の程度の少ない試料 NO.9では、 一番変質の少ないと

考えられる部分 (No.9-1)、変質しているが岩石全体を

代表するような部分 (No.9-3)、そしてNO.9-3からが1:石

をハンドピックで取り|徐いた試料 (No.9-2)を、それぞ

れ分析した。その結果、図4においては、ほとんど遣い

が認められなかった。つまり、アルカリ元素に関して

は、元素移動はあっても少しであったのか、あるいはす

べての試料がすでに同じ程度のアルカリ元素の移動が起

こっていたかのどちかかである。

次に、変質で比較的移動しにくいと考えられている元

素で、区分するという方法もある。その元素は、主にHFS

元素 (high-fieldstrength el巴lllents) と呼ばれるものであ

る。その代表としてP205とTiO，がある (Basset a1.， 1973)。

図5では、 P，05-TiO，を用いた区分図に、分析データをプ

ロットした。その結果、アルカ リ玄武岩の領域 (ABで

示したところ)から HFS元素の少ない、非アルカ リ岩系

の領域である中央海嶺玄武岩(図ではMORBと表記)の

領域にプロットされる。

1，0 2，0 3.0 

Ti02 (wt%) 
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図6.残存単斜輝石のAI-Si，Ti-AI図凡例の中の試料番号は表lに対応し，( )内のAとBはそれぞれ図 lのAとB地点に

対応する.Alkalicはアルカリ玄武岩に産する単斜輝石，Thol巴]]t]Cはソレアイ卜に産する単斜輝石がプロ ッ卜される領域

この区分図は、玄武岩によるものであるが、本試料は

安山岩であるから、玄武岩用の区分図の適用には注意す

る必要がある。マグマの結品分化に伴って、 Ti02および

P205がどのような挙動するかを見極めなければならない。

P205は、燐灰石が品出するまではマグマ中で濃度が増加

する。Ti02は、チタン鉄鉱が品出するまでマグマ中で濃

度が増加する。どちらの鉱物も、今回分析した岩石中に

は、あっても少量で、、大幅に減少したとは考えられない。

したがって、図5でも、アルカリ岩系の可能性がない。

最後に残存単斜輝石の化学組成による検討をした。単

斜輝石の化学組成は、マグマの組成を反映していると考

えられている(例えば、 Maruyama，1976; Takasawa and 

Hirano， 1977など)。単斜輝石の化学成分のAl、Si、Tiを

用いたマグマ区分をおこなうことが可能で、ある(図 6)。

この図でも、分析値は、非アルカリ岩系の領域(Tholeiitic

とミ表言己している)にプロットさオ1た。

上述のように、さまざまな元素組成を検討した結果、

本試料は、アルカリ岩系に属さ ないと結論される。

3では、どんな岩石か

本地域の安山岩は、マグマの分化の程度を示すMgO

が 4wt~ と少なく、 Mg値 (F巴O*/(F巴0'"+ MgO)の値の

こと)も 0.292と0.305で、 中央海嶺の玄武岩と比べて、

かなり分化した化学組成を持っている。従って、本地域

の火山岩は、海洋地殻を構成していたようなオフィオラ

イトのメンバーとは考えづらい。また、品出鉱物として

は石英は認められないが、ノルム石英が算出される(表

1 )ことも、仁1"央海嶺の火成活動とは明らかに違う特徴

である o また、 HFS元素の含有量も少ないことから、海

洋島の岩石(医15のOIBの領域)とも遣う。

つまり、本岩石は、海洋域(中央海嶺や海洋島、海111)

で起こるマグマ作用によるではない可能性が高い。岩石

の産状として枕状を呈することから、水面下で、の火山l噴

出は明らかである。従って、陸と海の境界あたりの¥1員l出

場が想定される。その候補として、島弧の初期段階の海

水下での火成活動が考えられる。

島弧を特徴づけるマグマタイプは、島弧ソレアイト岩

系とカルクアルカリ岩系の2種類がある。本試料が、そ

のどちらに属するかを検討する。

島弧ソレアイト岩系とカルクアリカリ岩系の区分は、

厳密ではないが、石基に産する輝石の種類がピジョン;輝

石か紫蘇輝石かという記載岩石学的特徴によって行うこ

とが可能である。しかし、本試料は、変質しており、 石

基の鉱物組み合わせを 卜分検討することができない。
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FeO* 
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区17 全岩化学組成の区分図凡例の中の試料番号は表 lに対応し .( )内のAとBはそれぞれ図 lのAとB地点、に対応す

る.A:FeO九(Na20+K20)-MgO図.実線で示した分化 |、レンドはソ レアイ卜系列 (tholeiiticseries)カルクアルカリ岩系列 (calc-

alkali町 民 ries).MORBは中央海嶺玄武岩がフ。ロットされる領域.lskancl Arc THは島弧ソレアイトがフ。ロットされる領域を示

す.B : Si02-(F巴OキIMgO)図.実線で示した分化 トレンドはスケアーガード貿入岩休(ソレアイト系列).伊豆箱根ソレアイト

系列の火山岩類，伊豆箱根カルクアルカリ系列の火山岩類で，破線はカルクアルカリ岩系列とソレアイト系列の境界.C: 

F巴O*-(F巴び+MgO)図.実線の分化 トレンドと破線の境界はBと同じ.

島弧ソレアイ 卜岩系は、分化に伴って、例えばSi02の

増加やMgOの減少に伴って、 F巴0*が増加 し、カルクア

リカリ岩系では増加 しないという特徴によって区分でき

る。乙のような濃度変化の特徴は、図上で見分けること

が可能である(図 7A、B、c)。今回分析した試料は、い

ずれも、島弧ソレアイ ト岩系 (tholeiiticseriesと表記)と

カルクア リカリ 岩系 (calc-alkalin巴senesと表記)の境界

付近にプロッ 卜される。そのため、現在採取した試料で

は、岩石系列を判定することはできなかった。

岩体内での岩石は必ずしも均質ではなく、詳細に見れ

表3 地点A.Bの岩石学的相違

A B 

Rock 

Ti02 0.21 0.23 

P205 0.00 0.02 

恥19# 0.299 0.322 

Cpx 

Wo 41.13 42.21 

En 48.39 47.25 

Fs 10.48 10.54 

Mg# 82.20 81.76 

PI 

An 88.01 55.36 

Mg#: MgO/(MgO+FeOつ上t.Cpx:

単斜輝石 .PI 斜長石.Wo 

wollastonite成分.En : enstatite成

分.Fs・f巴rrosilite成分.An・

anorlh問成分 AとBはそれぞれ

図lのAとB地点、に対応する.

ば、岩石の分化が認められる。マグマの分化の程度を示

す Mg値は、 A地点(図 1)の安山岩では0.292と0.305

で、 B地点(図1)では0.322である。これは、 A地点の

安山岩の方が未分化で、 B地点、の安山岩の方が分化が進

んでいることになる。

分化の程度の違いは、残存鉱物の組成からも見1':1:'1され

る。A地点の安山岩の斜長石のアノーサイ ト含有量

(An)は、 88mo1%で、 B地点、は 63molo/iである。A地

点の単斜輝石のMg値は82目2で、 B地点、では74.73であっ

た(表 3)。全岩化学組成と同様に、 A地点の鉱物類が未

分化で、 B地点のものが分化が進んで、いるという調和的

な結果が得られた。

今までの議論で、この岩石は、おそらく 島弧付近に活

動したマグマによって形成された、非アルカリ岩系の安

山岩であることが判明した。以上の特徴は、c.I.P.Wノ

ルムでは、ノルム石英の算出する組成を持つということ

に換言できる(図 8)。これは、本岩石を特徴づける一番

の性質といえる。

今後本岩石について、微量元素などの分析を進めて、

ソレアイ卜岩系かカルクアリカリ岩系のいずれに属する

のか、あるいは島弧域か海洋域のマグマ活動なのかを、

推定ではなく、客観的データで明らかにする必要がある。

4幻のアルカリ玄武岩

今回の調査では発見する ことができなかったが、木

村・ 藤岡 (1981)の岩石記載によれば、チタンオージャ

イ卜を斑品としてもつ岩石が存在する。チタンオージャ

イトは、アルカリ玄武岩(木村 ・藤岡 (1981)では、ア

ルカリかんらん石玄武岩と記載した)に特徴的に産出す
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図8.c.l.p.wノルム図凡例の中の試料番号は表lに
対応し，( )内のAとBはそれぞ守れ図 lのAとB地点

に対応する.ノルム鉱物による図の一部を示している.

る鉱物である。つまり、本地域のどこかにアルカリ玄武

岩が存在するはずであるが、未だに 「幻」のままである。

現在、乙の 「幻のアルカリ玄武岩」を探すことが、今後

の重要な課題となる。

今回の調査で、木村・藤岡 (1981)の Loc.1の枕状溶

岩は、非常に有名でその場所も明らかであった。そのた

め木村・藤岡(1981)の報告の岩石に対する追試ができ、

非アルカリ岩質の安山岩であることが判明した。しか

し、 Loc.2の枕状溶岩は、今回の調査で発見でき なかっ

た。もし木村 -藤岡 (1981)のLoc.Iが今回の安山岩で、

Loc.2がアルカリ玄武岩と考えれば、今回の調査結果を

矛盾なく説明することができる。つま り、本地域には、

非アルカリ質安山岩とアルカ リ玄武岩の2種のマグマ系

列が混在していたことになる。

従来、本地域は、アルカリ玄武岩という位置付けで、

他地域との比較がなされていた。今回の結果をも とに、

予察的に他地域との比較を行う。

嶺岡帯は、中央海嶺起源類似のソレアイ卜玄武岩を主

とし、 一部アルカリ玄武岩や島弧ソレアイト、ピクライ

トも産出する (佐藤ほか，1999)。葉山帯は、大部分が海

洋島(海山)起源のアルカリ玄武岩(谷口 -小川，1990) 

からなる。

木村 ・藤岡 (1981)のアルカリ玄武岩は、海洋島(海

山)に特徴的なマグマによって形成される。今回調査し

た安山岩が、推定したように島弧起源のものとすると、

本地域には、 島弧と海洋島(海山)の岩石が混在する地

域になる。このような特徴は、 房総半島の嶺岡帯や三浦

半島の葉山帯との類似するものである。したがって、本

地域の火山岩類は、岩石学的も嶺岡一葉山帯の延長線上

の位置にあたると考えてよいであろう。

VIさし、こ1こ

大磯丘陵は古くから研究されているにもかかわらず、

火山岩の岩体が小さく、変質しているので、岩石学的検

討が充分なされてこなかった。そこで、 今回、 木地域の

火山岩類の岩石学的検討を加えた。従来木地域の火山岩

は、 「アルカリかんらん石玄武岩」とされていた。しか

し、今回の調査では、アルカリ玄武岩は発見できず、本

地域の岩石は、非アルカリ岩系のノルム石英が算出され

る安山岩で、あることが判明 した。また、本研究で、岩石

の性質は、従来のものと違った結果であったたが、嶺岡

一葉山帯との関連があるごとが、明らかになった。今

後、周辺の構造発達史を考える上で、更なる地質調査

と、より詳細な化学組成による比較検討が必要で、ある。
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Two New Species of Oribatid Mites 

Collected from the Ogasawara Islands (Acari: Oribatida) 

Jun-lchi AOKI 

Abstract. Two n巴wspecies of oribatid mites， Diplobodes karubei sp. n. and Xylobales rotun.dus sp. n.， 

are clescribed from the Ogasawara Islands， SOllth Japan. D. kαrubei is characteriz巴dby two lin巴sof dorsal 

riclges on notogast巴rand thick notogastal s巴tae.X. rotu.ndu.s is clistingllish巴dfrolll the known congen巴rsby 

th巴broadlyrolluded body shape ancl short adanal setae. 

Key words: oribatid III日巴s，Diplobodes， Xylobates， Ogasawara lslands， n巴wspecles 

Taxonolllical sllrvey of oribatid mites of th巴Ogasawara

lslands was don巴forth巴firsttim巴inJlIne-July， 1977 and fiv巴

specJ巴sof oribaticls of th巴 familiesCarabodidae and 

Oribotritiiclae w巴1・巴 CI巴scrib巴CIas n巴w(Aoki， 1978; 1980) 

Recently， Mr. Harllki Karube ofKanagawa Pr巴f巴cturalMlIs巴1I1ll

of Natural History col1ected Illany litter sampl巴sfrom six 

islands of th巴Ogasawaralslands. Alllong oribatid mit巴S

extract巴dfrolll由民巴sampl巴s1 fOllnd two inteJ巴stingoribatids， 

which are describecl below as new species. 

BefOl巴goingfllrth巴r，lwish to巴xpressIlly h巴artythanks 

to Mr. Karllb巴forhis kinclness to collect for m巴th巴1itteJ 

salllples ancl on巴ofthe new sp巴ci巴swas named aft巴rhilll 

Diplobodes karubei sp. n. 

(Fig.1) 

Measu.rement. Body 1巴ngth574 (range 505-621)μIll， 

width 310 (range 255-340)μIll. 

Prodorsu.IIl.. Rostrllm w巴aklyprojecting with a rOllnd巴CI

margin， showing a c1ear light area behincl. Rostral seta (Fig 

J -D) minlltely rOllghened on sllrfac巴， strongly bencling 

clownwarcl， point巴CIand warpecl at tip. Lalll巴Ilaebroad and 

marginal on proclorsllm， conn巴ct巴d巴achother by a transv巴rs巴，

b巴nclingriclg巴.Lamellar s巴ta(Fig. I-B) thick， strongly curv巴d

inward， Illarlく巴cllyCI巴ntateon dorsal sid巴. InterlameLlar s巴ta

(Fig. I-C) SOIll巴whatbroad巴n巴CIdistally， minlltely rOllghenecl 

on sllrface. Sensilllls (Fig. l-A) strongly cllrlecl and d巴ns巴Iy

bes巴twith spin巴son distal half. Proclorsal surfac巴inclllding

Jun-ichi Aoki (青木淳一)
Kanagawa Prelectural Museum 01 Natural History 
499 1ryuda， Odawara， Kanagawa 250-0031， Japan 
神奈川県立生命の星・地球博物館
干 250-0031 神奈川県小田原市入生田499
ja-muck@ma.rosenet.ne.jp 

lamellae smooth， without any foveola巴orgranllles 

Notog，αstel: Ant巴riorIllargin well arch巴d，post巴rJorIllargm 

broaclly round巴cI，lat巴ralmargins parall巴1，hllm巴ralpaJts weakly 

proj巴cting. FOllrt巴巴npairs of notogastral setae mocl巴rat巴Iy

thick， mi日lIt巴Iyrollgh巴n巴don sllrface， bending n巴arbasal parts 

(Fig. I-E). Four pairs of longitudinal arch巴dridges arrang巴d

lat巴rallyon dorsllm in two lines，巴achlidge bearing two setae; 

the left ancl right lines of riclges not parall巴1，bllt converging 

toward post巴riordirection. Five pairs of notogastral s巴tae

situatecl in marginal position. Notogastral sllrface smooth. 

Ano・genitalregiOll. Genital plate b巴aring4 rather long 

setae (巴xc巴ptionally，one specimen frolll Chichijima Island 

bearing 5 pairs of setae). Aggenital s巴ta巴longancl w巴11

separated from each oth巴r.Anal plate with a long， shaply 

pOll1t巴dthom at posteromedian corner (FigトF)，sOllletim巴S

coverecl with dense granular ceroteglllllent. Anal seta an
2 

lIlsert巴CInearly at mid-distanc巴alongthe III巴clianIllargin and 

an
l 
near th巴postenoJ巴nd.Adanal setae long，日1J n lIt巴Iy

rOllghen巴d，ad， and ad2 situated posterolaterally to anal 

openJl1g，αd} ins巴rtedant巴riorto th巴openingand dir巴ct巴d

m巴clially

Legs. Setae u on tarsi 1 and II blllnt at tip， bllt thos巴ontaSJ 

III and IV with a pointecl tip. Sol巴nidion<p on tibia 1 v巴ry

long， allllost as long as th巴totallength of tarslls 1 pllls tibia 1; 

solenidion <p on tibia II very short and rocl-like. Latral s巴ta巴

on genlla 1 and n thick ancl blld-like. Inn巴rs巴taeon g巴nua1 
very thick， with 3 strong branches. Alllegs Illonodactyl巴

Type叩 ries.Holotype (NSMT-Ac 11213) and 6 paratyp巴S

(NSMT-Ac 11214 -11219): MlIkojima lslancl， the Ogasawara 

Islands. 14-VI-2001. H. Karllbe [MI]; 6 paratypes (NSMT 

Acl1220-11224 ): lmolltojima Island， the Ogasawara Islands 

23-VI-2001. H. Karllb巴[1];3 P紅 atypes(NSMT-Ac11225): 

Chichijillla Islancl， th巴OgasawaraIslancls. 15-VI-2001. H. 
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Fig. 1. Dip!obodes karubei sp. n. A: S巴nsillus.B: Lamellar s巴tae.C: Interlamellar s巴ta.D: Rostral seta. E: Notogastral seta. F 

Anal plat巴 G:Dorsal sid巴ofbody.H: V，巴ntralside of body. (Scale for A-F: 20μm; G-H: 100 μm) 

Karube [C]; 3 paratypes (NSM下Acl1226):Hahajillla Island， 

th巴 OgasawaraIslands. 19-VI-200 1. H.Karub巴 [Hl]

Holotype and Illost of paratyp巴sare deposited in th巴coll巴ctlOn

of National Sci巴nceMus巴um，Tokyo and two paratyp巴SIn

Kanagawa PI巴fecturalMuseum of Natural History， Odawara 

Remarks. 1n th巴g巴nusDiplobodes Aoki four sp巴Cl巴shave 

b巴巴nknown: D. kanekoi Aok.i， 1958 frolll Japan， D. jloridus 

Mahunka， 1.978 from Maurice Island， D. sperbus Mahunka， 

1978 frolll Mauric巴Island，and D. aokii Mahunka， 1989 frolll 

Kenya. Th巴 日巴wspeCl巴SIS巴asilydistinguishabl巴frolllthes巴

Sp巴ciesby the notogast巴rwith only 4 pairs of ridges arrang巴d

in two laterallines， while the other m巴mbersofth巴genushav巴

7 -8 ridges arrang巴din 4lin巴son dorsulll. Th巴 III巴dian4 pairs 

of dorsal s巴ta巴inth巴n巴wspeCl巴sar巴 IIlS巴rtedon th巴quitef1at 

surface of dorsulll and neither ridg巴snor swellings ar巴found

around the insertions of the s巴tae.Int巴r1amellarseta巴and

notogastral s巴ta巴ofth巴newspecles ar巴thicken巴d，wl1ile those 

ofth巴otl1erspecies are fin巴

Etymology. The sp巴cific巴pith巴tr巴fersto Mr. Haru ki 

Karub巴，who collect巴dfor III巴 thelitt巴rsamples of th巴

Ogasawara Islands including th巴n巴wspecies of oribatids 

Xylobates rotundus sp. n. 

(Fig.2) 

MeaSllrement. Body length 765 (range 668-940)μm， 

width 569 (rang巴495-720)μm 

ProdorSllm. Rostrulll bearing a distinct trap巴zoidal

proj巴ctionwith round巴dcon巴rs.Lalllella short， 1巴aching

anteriorly n巴arlymid-distanc巴ofprodorsal length. Prodorsal 

S巴ta巴fin巴andsparsely barbed; s巴taein and le similar in 1巴ngth，
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Fig.2. Xylobates rotundus sp. n. A: Dorsal side of body. B 3nd C: Anal region (B: specim巴nfrom Imoutojima Is.; C: specimen 

from Hahajima Is.). -Xylobares magnus Aoki. D: Anal regio日(aft巴rAok:i， 1982). (Scales for A and B-D: 100 μm) 

ro 3/5 as long as in. Both.ridium with a na.rrow flap. S巴nsillus

bending backward， b巴a.ringa spindle-shap巴dh巴adwith ll1any 

fin巴spmes

Notogaster. Notogaster broadly round巴d，nea.rly circular 

in outline， only slightly longer than wid巴， being 105-1.09 X 

as long as wide. Basal pa.rt of ant巴riormargin of pt巴romorph

distinctly notch巴d.Areae porosae Aa a littl巴largerthan the 

remalIlmg on巴s;a.reae porosa巴A，n巴V巴rdivid巴dinto two parts， 

th巴irmutual distance sbo.rt， about 114 as wid巴asnotogastel 

Notogastral seta巴minute，hardly visible， short巴rthan th巴irsetaJ 

pOI巴(Fig.2-A， l巴ftbottom); setae Ip situat巴djust posterior to 

A l，S巴taehJ close and in front of A 

Ano・genitalregion. G巴nitalplate with 5 s巴ta巴alTang巴d

in a straight longitudinal lin巴 Analop巴njnglarge， about 2.4 

X as long as and 2.7 X as wid巴asg巴nitalop巳llJ日g;anal plate 

with 2 short s巴tae;an， and an
2 
distant from tbe posterior and 

antenor巴ndsof the plat巴forth巴samelength， r巴sp巴ctiv巴ly.

Adanal s巴taad) sbort， as long as anal s巴ta巴;relativ巴l巴ngthsof 

adanal s 巴ta 巴ad) : ad
2 
: ad， = 1 : 1.6ふ:4.2; adペJ人， b即a紅I吋凶dlyドI悶 c凶hin

post巴回巴白no町rmηa釘rglll0ぱfbody0町rs叩om巴t.unηle邸s巴町xt低巴ndinga lit凶tl巴b巴yond

l日t(Fi屯gs.2-B and 2-C). Adanal f白Issur巴clos巴andpa創ra計lle巴ltω O 

lat巴ralmargin of anal opening. Aggenital seta巴sltuat巴din 

about mid-distanc巴ofinterspac巴betweeng巴nitaland anaJ 

op巴nmgs，s巴parat巴dfrom each oth巴rfor th巴distanc巴alittle 

narrower than the width of anal op巴I1lng

Table l. Diff，巴rencein body length 

(inμm) of Xylolフatesrotundus sp.n 

from the Ogasawara lslands 

Length Width Locality 

668 

670 

670 

675 

676 

698 

710 

718 

723 

725 

740 

830 

850 

850 

860 

878 

895 

940 

505 

495 

508 

513 
515 

540 

535 

Anijill1a Is 

lmoutojill1a 1s. 

Hah司jimaIs 

1moutojima 1s. 

Hah勾ima Is 

Mukojima Is 

548 

550 

505 

619 

612 

625 

641 

655 

675 

720 
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Type-series. Holotype (NSMT-Ac 11227) and 13 

paratypes (NSMT-AcI1234-J 1241): SOllth side of 

ZOllgashira-yama， MlIkojima lsland， the Ogasawara 1slands 

14-V1-2001. H.Karllb巴[M1]; 2 paratypes (NSMT-Acl J 228 

11229): Nagahama-bashi， Hahajima lsland， th巴Ogasawara

lslands. J 9-VI-200J. H. Karllb巴[HJ];5 paratypes (NSMT 

Ac 11230): Mansakll一hama，Anijima Island， th巴Ogasawara

lslancls. 15-VI-2001. H. Karllb巴 [AJ;7 paratypes (NSMT-

Acl1231ー11233):Imolltojima Island， th巴OgasawaraIslands 

H. Karllb巴[1J

Remαks. FOllr species of the genlls Xylobates， X. vastus 

(Mihelとic，1956) fl一omSpain， X. bipilis Hamm巴r，1972 from 

Tahiti， X. rnaigsius Corpllz-Raros， 1979 from the Philippi日巴S

ancl X. rnagnus Aoki， 1982 from Japan， al巴similarto the new 

sp巴ciesin having broad notogast巴rand vestigial notogastral 

seta巴 Th巴n巴wspecies is， how巴V巴r，distingllishabl巴fromX. 

vastus by th巴mor巴rOllnd巴dnotogast巴r，th巴larg巴rbody size 

ancl seta巴lpsitllat巴CIpost巴riorto A" from X. maigsius by th巴

long巴rlamellar ancl int巴rlamellars巴ta巴(Iong巴rthan rostral 

seta巴)ancl th巴larg巴rbocly siz巴， from X. bipilis by th巴areae

porosa巴A，clos巴toeach oth巴rancl th巴shorteraclanal setae ad" 

and from X. magnus by th巴加巴aeporosa巴notc1iviclecl into two 

parts ancl situatecl closer to each oth巴r，the shorter adanal s巴tae

ad， and ad
2・

The body siz巴ofth巴日巴wspecies is mllch variabl巴among

th巴sp巴cimensfrom c1iff巴l巴ntislands ofth巴Bonin1slancls. Tabl巴

1 shows that specimens from Anijima Is. are smalJ巴st(668 

676μm)， those from MlIkojima Is. are largest (830-940μm) 

and thos巴fromImoutojima and Hahajima Is. 3J巴IIlt巴1111巴diate.

摘要

J. Aoki 

No special morphological differ巴nc巴oth巴rthan body size is 

fOllncl among them 
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Mihelとic，F.， 1956. Oribatiden Sl1del1ropas lll. 20010giscller Anzeiger， 

156: 9-29 

1 Aoki， 2002. Two N巴wSpecies ofOribatid Mites Collect巴d介Olllth巴OgasawaJ・aIslands (AcaJ'i: Oribaticla). Bull. Kanagawa 

prefect， Mus. (Nar. Sci.)， (31): 19-22. (青木淳一 ，2002 小笠原諸島で採集されたササラダニ類の 2新種.神奈川県

立|専物館研究報告(自然科学)，(31): 19-22. ) 

小笠原諸島の父島、母島、 兄島、妹島および~!島において苅自Il治紀氏によって採取された落葉および腐葉土

から多数のササラダニ類が分自fi抽出され、その中に 2新種が発見されたので、命名記載した。母島、兄島、妹

島、製島から得られたカルベイブシダニ(新称)Diplobodes karubei sp. nは、同属の 4既知種が胴背聞に 4ヲIj

の隆起を持ち、その上に生ずる胴背毛が細いのに対し、 JI~I背面の隆起は 2 列しかなく、胴背毛が太いので容易

に区別される。母島、兄島、妹島、笠島から得られたオオマルシダレコソデダニ(新称)Xylobates rorundus sp. 

nは体が大型で、幅広く、後胴体部がほぼ円形、!l向背毛はきわめて微小、背孔A，が接近し、桁毛および桁問毛が

吻毛よりも長く、旺側毛A
2
が短く休の輪郭を超えて伸びないなどの特徴の組み合わせによって既知のすべての

種から区別される。

(Received: 22 Nov. 2001; Accepted: 7 Feb. 2002.) 
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Oligir叫んti.cle

The Second Representative of the Family Nehypochthoniidae 

Found in Mishima City of Central Japan (Acari: Oribatida) 

Jun-Ichi AOKI 

Abstract. The second species of th巴NorthAI1l巴ricangenlls Nehypochth.onius was fOllnd frol1l the forest 

soil in Mishil1la City of C巴ntralJapan. Th巴n巴wspecies， Neh.ypoch.thonius yanoi， differs from th巴single

known sp氏 iesofthe genus， N. porosus Norton巴tM巴tz，1980， in th巴sl1loothintegllm巴ntof body， th巴notogast巴1

not broaden巴dposteriorly，出enotogastral setae dJ shorter than h]， the s巴tad on genll 1 cOllpl巴dwith sol巴nidion

and the smaller body size 

Key words: Oribaticla， N巴hypochthoniicla巴，Nehypoch.th.onius yan.oi， new sp巴Cl巴S

Norton and Metz (1980) c1escribed frol1l the Unit巴dStat巴S

an llnllsual oribatid mit巴，Nehypochth.onius porosus， 

repres巴ntlI1ga n巴wgenlls Nehypochthonius ancl a new family 

Nehypochthoniidae. 1n tbe Sllmmer of 2000， an llnknown 

sp巴ciesof oribatid mite was fOllnd from the forest soil of 

Chamaecyparis obtusa (Si巴bolcl巴tZllCC.) Encll. in Mishima 

City of Central Japan. Aft巴ra close巴xalll.ination，th巴sp巴cies

was fOllnd undollbtedly to be the s巴condm巴mberofth巴family，

thOllgb genll 1 bears s巴tad cOllpl巴dwith solenidion， ancl is 

CI巴scrib巴dbelow as a new sp巴cles

Nehypochthonius yanoi sp. n. 

(Fig.1) 

Measurement. Body length 594 (range 560-623)μlll， 

width 284 (range 248-310)μm 

Prodorsum. ROStrulll anglllar， with an angl巴of90-100 

d巴gr巴巴s.RoSb'al setae sitllated clos巴tog巴th巴r，almost 5 X as 

long as th巴irllllltual distance; the rigbt ancl left setae rarely 

arrangecl sicl巴 bysicl巴，one of th巴IIIbeing sitllated 11l0r巴

ant巴riorlythan tb巴other.Lal1lellar s巴taelocated posteriorly， 

clos巴tobothricJja， nearly as long as or a littl巴longerthan rosb'al 

seta巴 lnterlamellarsetae very long， about 1.5 X as long as 

their llllltual distance and lllore than 3 X as long as rostral 

seta巴 Exobothridialsetae exa and exp v巴ryshort. Sensill11s a 

little shorter than int巴rlalll巴llarseta， lllostly with 9 (rang巴8

11) long p巴ctinationsand several lllinute spines (Fig. 1 C). 

Jun-ichi Aoki (青木淳一)
Kanagawa Prefectural Museum 01 Natural History 
499 Iryuda， Odawara， Kanagawa 250-0031， Japan 
神奈川県立生命の星・地球博物館
干250・0031 神奈川県小田原市入生田499
ja-l1luck@l1la.rosenet.ne.jp 

Notogaster. Notogaster shi巴Id-shapecl，allllost witb p創叫l巴l

sicles， th巴wicl巴stpart located rather anteriorly. Post巴norpart 

showing a pair of concavities with fine wrinkles. The oth巴I

P創tglabrolls， withollt foveolation. HolotrichollS， with 16 pairs 

of notogasb'al seta巴ofvariOllS siz巴s;11] = h
2 
= e
2 
> ps] > e] > 

PS2 = c] > dJ > d2 > d] > c2 > cJ > hJ > PS3 =.1; >" 
Venf1・'alside. Epilll巴ra1 -II s巴paratedllleclially，巴pll1l巴ra

1V fused together. Epimeral setation: 3 -1 -3 -3. G巴nital

op巴ningboat-shaped with rouncl巴dant巴riorl1largin， wid巴I

posteriorly than ant巴riorly;genital plat巴glabrolls，withollt 

striatioll ancl witb 8 seta巴;gJ' g5 and g7 short巴rthan the 

r巴malI1ll1gseta巴(Fig.IF). Anal s巴ta巴3pairs， adanaJ setae 3 

pairs and agg巴nital8巴ta巴2pairs 

Gnathosoma. Adoral s巴ta巴or]bifllrcate; or
2 
and or

3 

slllooth ancl si l1lilar ifl 1巴ngth.Palpal 801巴niclionstrongly 

curv巴c1.Movabl巴giditon ch巴lic巴raw巴lld巳V巴lop巴c1，extending 

a littl巴 beyonclfix巴ddigit; chel ic巴rals巴tachb positionecl 

c1orsolaterall y， never r巴achingtip of fix巴dc1igit. 

Legs. AJI I巴gstridactyle， each with two larg巴lat巴ralclaws 

and a r巴dllC巴CIcentral claw (Fig. IG). Setal forl1l11lae 

(trochanter to tarslls， famllls inclllcl巴c1):1巴g1 (I -6 -5 -6 -23); 

Il (l -6 -5 -5 -16);皿 (2-3 -3 -5 -15); 1V (2 -3 -3 -4 -13). 

Sol巴nidiotaxy:leg 1 (2 -1 -3); II (l -1 -2); III (1 -1 -0); IV 

(1・1-0). On alllegs seta d of genll ancl tibia cOllpled with 

th巴 I巴spectlv巴soleniclion(Figs. lD ancl J E)。

Tritonymphs. Body length 473 (rang巴430-520)μlll，width 

207 (range 190-230)μm. Mostly similar i日lllorphology to 

adlllts巴xc巴ptfor monodactyl巴 legs. Sensilllls with 7-8 

branch巴s，sll1aller in the nUll1ber than in adults. 

Type series. Holotyp巴(NSMT-Ac11242): Kodoll1onoll1ori 

in Kannon-c1o， Kawaragaya， Mishillla City， Japan. 6-X-200 I 

Yoshinao Yano. 14 paratypes (NSMT-Ac 11243-11256) ancl 3 
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Fig. 1. Nehypochthonius yanoi sp. n. A: Dorsal sid巴 s:Rostrull1 with rostral setae. C: Bothridial region with s巴nsillus，lall1ellar seta， 

interlall1ellar seta and巴xobothridialsetae. D: Genu 1. E: G巴nurv. F: G巴nitalapert1!re. G: Tarsus and tibia 1. (scaJ巴 forA: 100 μIl1，B-
G: 30μm) 
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Tabl巴 1.Distinguishing charact巴rsbetween Nehypocll.lhon.ius porosus Norton & Metz and N. yan.oi sp. 11 

N. porosus N. yanoi 

Seta d of genll 1 

721 (670-772) Illnl 

porose 

8-12 

with inconspicuollS spars巴barbs

not cOllpled with s01巴njdion

2 

broader post巴riorly

W巴aklypointed 

nearly eqllaJ in 1巴ngthto e
1 

33.8 

594 (560-623) n1lT1 

glabrolls 

9-11 

Body 1巴ngth

Integulll巴nt

Branches of sensill11s 

1nt巴rlam巴llarseta without barbs 
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coupl巴dwith sol巴njdion
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n巴arlyparallel sided 

W巴IIpointed 

appl巴ciablylonger than e
1 

21.4 

paratypes (KPM-NJ0000050): the sallle data as holotype. 

Holotype and J 4 paratypes aI巴d巴pOSlt巴din the coll巴ctionof 

National Si巴nceMllS巴111ll，Tokyo and 3 paratypes in th巴

coll巴ctionof Kanagawa Prefectllral MllS巴umof Natural 

History， Odawara 

Etymology. The sp巴cificnallle， yαnOI， r巴fersto Ml 

Yoshinao Yano， a jllnior high school student (Fig. 2)， who 

collect巴dthe new sp巴ciesduring his study on soil anilllals 

arollnd his hOllS巴.

Remarks. The n巴wsp巴CI巴sis distinguishable frolll the 

typ巴sp巴ciesof the genus， N. porosus Norton et M巴tz，by (1) 

th巴SI1loothint巴gUIll巴ntwithout porose 01' pllnctat巴structllre，

(2) the notogast巴l'not broad巴rposterior1y， (3) th巴notogastral

setae d
3 
short巴rthan h" (4) th巴g巴nitalapertur巴withdistinct 

olltline and withollt striation， (5) th巴sol巴nidiaω'2and ω'30n 

tarslls 1 sirnilar in length， (6) the seta d on genu 1 cOllpled with 

soleniilionσ， (7) th巴S巴tad and solenidion on genll N ins巴rted

111 separat巴alv巴oli，and (8) the small巴rbody siz巴(Tabl巴l).

Fig.2. Th巴plantationof Chamaecyparis obtusa 

in Mishima City， the type locality of th巴new

sp巴cies，Nehypochthonius yanoi， and Mr. Y 

Yano (13 years old) who discovered the new 

spec1巴S
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島市立北中学校 l年(当H寺)の矢野義尚君で、新種の名は発見者にちなんで、ヤノヤワラカダニ Nehypochthonius

yα1101と命名し、記載した。本種は、(1)体表が滑らかであること、(2)後胴体部が後方に向かつて膨らまないこ

と、(3)胴背毛叫が h
1
よりも短いこと、(4)生殖門の輪車liが明瞭であること、(5)第 1Mfl付節の毛 ω2と叫がほ

ぼ同じ長さであること、(6)第 1脚膝節の背毛 dがソレニジオン σと密着していること、(7)第 4脚膝節の背毛

dとソレニジオン σは近接しているが別々の毛穴から生じていること、(8)体長が小さいことなどにより、北米

産の N.porosus Norton & M巴tz，1980から区別される。
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Original Alticle 

Record of Polydactylus Se.ギilis(Perciformes: Polynemidae) 

from Hachijo-jima， Izu Islands， Japan with Comments on Morphological Changes 

with Growth and Speciation of Related Species 

Hiroyuki MOTOMURA & Hiroshi SENOU 

Abstract. R巴cenuy，a singl巴larg巴exampl巴ofPolydactylu.s se.xfiLis (Valenci巴nnesin Cuvi巴r&Val巴nClennes，
1831) was collect巴dfrom Hachijo-jima， lzu Islands， off the Pacific coast of c巴ntralHonshu lsland， Japan 

Th巴specimen(456 mm in standard length) represents the first I巴corclfrom th巴IZl1Islands and the largest 

confirm巴CI1巴cordof th巴sp巴ci巴s，ancl is descI・ib巴CIin CI巴tail.Comm巴ntson morphological changes with 

growth of P sexfilis ancl sp巴ciationof I巴latedsp巴ciesare also incluclecl 

Key words: Polynemiclae， Polydactylus seλ;filis， I巴corcl，Hachijo-jima， morphology， speciation 

The g巴nl1sPoLydactylu.s Lac巴p色cle，1803， dist:ribut巴dfrom 

tropical to t巴mp巴rater巴gionsworld-wid巴， is d巴日n巴:CIby a simple 

tooth plat巴onth巴vomer，th巴toothband on 111巴upp巴rand lowel 

jaws wider than the spac巴S巴p但atingthe tooth bands on th巴opposlIlg

premaxil1a，出巴basisph巴noidin contact with出巴prootic，the pecωral 

fi n base (incl uding base of pectoral fi lam巴nts)being 1巴ssthan出巴

upperjaw 1巴ngthand a simpl巴swimbladder，not extending beyond 

th巴加al日nOIigin (Feltes， 1993; Motomura and Iwatsl1ki， 2001a)。

Th巴genl1sIS r，巴pres巴ntedby 14 species in the lndo-Pacmc region 

仰 otomuraand Iwatsuki， 2∞la， b; Motomura el aL.， 2αXlb，2∞la 
d)， althol1gh only 3 speci巴5，P plebeius (Broussonet， 1782)， P seポlis

(v剖巴nClenn巴sin Cuvi巴r& Val巴ncienn巴s，1831) and P sextarius 

(Bloch & Schneid巴r，1801)， have b巴巴nreportecl 白omJap創les巴

coas凶 waters(Motoml1ra el aL.， 1999，湖沼a，21∞la;Senou，湖沼)
R巴cently，a singl巴largeexampl巴ofP se.弔問iswas collected 

from Hach心o寸ima，lzu Islands， 0仔thePacific coast of central 

Honshu Island， Japan. In Japanes巴waters，the sp巴cieshas been 

to dat巴r巴cordedonly from Chichi-jima (Ogasawara Islands)， 

Iriomote Islancl， Ishigaki Islancl and Alllami-oshima (Ryukyu 

Tslands)，出eSatsl1l1加Islandsancl Miura Penins111a (pacific coast 

of cenu'al HOl1shu Island)，出巴overaLlto凶 beingonly14sp巴C1mens
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(Motomura et aL.， 2000a). Th巴pres巴ntsp巴C川len(456 ntm i n 

standarcll巴ngth)represents th巴firstI巴cord什omth巴lzuIsJands 

加 dthe largest confinn巴dn巴corclof the sp巴cies(山口凶dardJength 

ofth巴previol1slylargest record巴dspecimen being 265 mm; s巴巴

Motomura et aL.， 2001a). The specimen is herein describecl in 

d巴taiJ，and comJllents are made on morphological ch加1geswith 

growth of P sexjilis and sp巴ciationof related sp巴CI巴5

Counts and m巴asul巴mentsg巴n巴rallyfollow Hubbs and 

Lagl巴r(1947) and F巴It巴s(1991)， with som巴modifjcations

following Motomura el aL. (2000b). Counts of p巴ctoralfin 

rays and p巴ctoralfilam巴ntsw巴r巳macl巴fromth巴uppermost

巴lem巴ntand ant巴riormost(v巴nu'aJmost)巴lement，respectiv巴Iy.

Standard ancl total lengths ar巴 abbreviatedas SL and TL， 

resp巴ctively.Institutional codes follow Eschm巴yer(1998). 

Polydactylus sexfilis 

(Valenciennes in Cuvier & Valenciennes， 1831) 

(English name: Gold巴nsixthread tasselfish) 

(Japan巴S巴nam巴:Nan' you-agonashi) 

(Fig. 1; Tabl巴 J)

PolynemLls se.λプilisVaJenciennes in Cuvier and Val巴nCI巴nnes，J 831 

5 J 5 (type locality: Mauritius) 

Polynemus kLlIiI Bleeker， 1853: 6∞(typ巴locality:Jakruta， Java， Indonesia) 
Polydaclyllls se.ポlis:MOIOmura el al.， 200.1 a: 83， fig. 1 (lndo-Paci日c;

reclescription; d巴signationof lectotyp巴)

Material examined. KPM-NI8l27， 456 ml11 SL (600 mm 

Tし)， off Ishizul11i， Hacllijo-jima， lzu Islands， off Pacific coast 

of central Honshu lsland， Japan， gill net， clepth 10111， 17 Jun巴

2001， coll. by Y. Okりlama
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Fig. 1. Polydacry!us sexfilis， KPM-NI 8127，456 ITIm Sし(600mm TL)， off lshizumi， Hachijo-jima， Izu Islands， 0仔Pacificcoast of cenlral 

Honshu Jsland， Japan 

Descl伊tion.Counts and proportional measlll巴m巴ntsas 

p巴rcentag巴sof SL ofthe sp巴clmen巴xam日ledare given in Table 1 

Body oblong， compress巴d;maxiUa cov巴reclwith scal巴s;lower lip 

well-c1巴velop巴c1;postl巴Iiormargin of maxillajust reaching to 1巴V巴l

of posterior margin of adipose巴yelicl;CI巴pthof posterior portion 

of maxi lIa short巴rthan c1ermal巴y巴op巴nlIlg;t巴巴thvilliform in 

broacl bancls on vom巴r，palatines and ectopterygoicls; thircl p巴ctoral

fin ray bifurcated at tip， fourth ancl fifth p巴ctoralfin rays c1iviclecl 

into 3 at tip， and remaining p巴ctoralfin rays unbranchecl;日rst

(counting from anteriO!lliost日ament)p巴ctoralfilament shO!t巴st，

not reaching to 1巴velof pelvic fin origin; s巴condto fifth pectoral 

filaments巴xtenclingbeyoncllevel of pelvic fin origin; sixth p巴ctoral

filament longest， jllst rl巴achingto 1巴V巴1of post巴riortip of upp巴I

prut of p巴ctoralfin;出ickn巴ssof bas巴ofall first c10rsal fin spines 

similar; lateral lin巴simpl巴，巴xtenclingfrom upp巴rencl of gill 

openlIlg to upp巴r巴ndof lower callclal fin lob巴

Color whenfresh-Bas巴CIon a color transpru巴ncy(regist'巴recl

as KPM-NR 61656) ofKPM-NI 8127， 456 mm SL: upper sides of 

head創lc1trunk tingecl s甘vely-brown，becoming more silv巴ronlower

sid巴s;first c10rsal fin black; post巴riormostray of s巴condc10rsal fin 

white， remaincl巴rof fm grayish-blaclc bas巴ofp巴ctoraltin grayish 

black， becoming CI巴ns巴blackposteriorly; bas巴sancl tips of p巴ctoral

fiJam巴ntswhit巴，middl巴par1sof filam巴ntsgrayish-black; anteriol 

p白tof pelvic fin grayish-black， remaincler Off"Ul w凶te;posten0Il110st 

ray of anal fin white， remaind巴rof fin grayish-black; cauclaJ fin 

uniformly grayish-black; 8 promin巴ntc1ark slri p巴salong longitllclinal 

scale rows above lat巴rallin巴，12 faint strip巴sb巴low

Distribution. Polydactylus sexjilis is wiclely c1istribut巴c1in

the lnclo-Pacific region， g巴n巴raUyin th巴vicinityof oceanic islands 

(Motomura el al.， 200la: fig. 2). In Japan巴S巴wat巴rs，th巴specl巴S

has b巴enrepol1ecl from C凶chi-jima(Ogasawma Islands)， lriomote 

lsland， Ishigaki Island and Amami-oshima (Ryukyu Islands)， th巴

Satsllnan Islands， and Kanagawa (paciiic coast of c巴n日aJHonshu 

Island; Motomura et al.， 2000a)， and Hachijo-jima (lzu lslands， 

off Pacific coast of cenlral Honshll IsJaI1d; this study) 

Discussion 

Hach(joゾimaspecimen. The specimen coll巴ctedfrom 

Hachijo-jima had the following diagnostic characters: 6 

p巴ctoralfi lam巴nts，not reaching to origin of anal fin; 16 p巴ctoral

fin rays; 62 pOI巴dlat巴rallinescales; a broad band of villiform 

I巴巴thon vom巴r;second dorsal fin ray long (24% of SL). Thes巴

charact巴rsw巴reconslst巴ntwith thos巴ofother previously-

巴xam日leclspecimens， inclllcling th巴lectotyp巴(c1esignat巴CIby 

Motomura el al.， 2001 a) ancl paral巴ctotypes，of PolydactyLus 

s exflLis (se巴Table1 for counts and propO!tionalmeasurements) 

明Ihil巴mostPolydactylus speci巴sgen巴rallyoccur on 

co山 n巴山tIsh巴Ives，P se.杉山.IS mor巴commonarouncl oc巴anlc

islancls， the speci巴shaving be巴nconsicl巴r巴d1巴ssc1ep巴nclentupon

larg巴freshwat巴rrivers than other polynemicl species (Motomura 

et al.， 2001 a). FlIIthennol巴，Pse.ポlishas been consid巴I巴das not 

overwlIlt巴ringin Japan巴s巴wat巴1's，owing to th巴sp巴ciesb巴II1g

priJl1miJy circumtropical and aU ofthe pr巴viously-knownJapan巴se

sp巴cIJn巴nshaving b巴巴ncollected only in summer (Motomura et 

al.，2∞Oa). Th巴locality(Hachijo刊na)ruld colJ巴ctionc1ate (J un巴)
of the pl巴sentspeciIl1en lend supp0!1 to出巴S巴b巴liefs.

The previously 1副-gest-knownsize of P seJ..jil凶 conti.rm巴CIby a 

coll巴ct巴CIsp巴clm巴nwas 265 nun SL， being th巴l巴ctotypeof the 

specles小刷HN9731 ， collect巴CIfrom Mauritius; Motomura et al.， 

2001 a). The pres巴ntspecimen (456 I1lJl1 SL) CI巴monstratesthat P 

se.λfilis CaI1 attain a size signiticantly greatl巴rthanform巴r1ythought 

Morph.ological changes with growth. Prior to the present 

record， pectoral fin rays of P se:xfilis have alJ been believed to 

remain unbranch巴dthroughout Iif，巴(MotoIl1urael aL.， 2000a， 
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200Ia). How巴V巴r，th巳p巴ctoralfin of the Hachijo-jima 

specim巴nwas found to have 3 branch巴drays. Although the 

first， s巴cond，and sixth to sixt巴巴nthp巴ctoralfi n rays of th巴

sp巴clm巴nw巴reunbranch巴d，th巴出ird，and fourlh and fif出 rays

were bifurcat巴dand divided into 3， r巴sp巴ctively，n巴釦 th巴lipS

This chang巴fromunbranch巴dto branched fin rays， hith巴rto

U1l1巴cordedin P se.λプilis，is appar巴ntlyrelated to fish growth. 

Fiv巴similarPolydactylus sp巴cies，viz. P m.alagasyensis 

Motomura & Iwatsuk.i， 2001， P microstomus (Bleeker， 1851)， 

P mullani (Hora， 1925)， P persicus Motomura & Twatsuki， 2001 

and P sextarius (Bloch & Schn巴ider，1801)， charact巴riz巴dby 

having a larg巴blackspot anteriorly on th巴lat巴raJline， 31巴also

known to hav巴 branchedp巴ctoralfin rays (Motomura and 

1 watsuk.i， 2001 b). How巴ver，the p巴ctoralfin ray condition in 

由民巴speciesdiffers合011日出atof P se;花filisin thatall ofth巴rays，

巴xceptth巴upp巴rmost1 or 2， are branch巴dlhroughoutlife. 

Speciation. Polyd，αctylus se.ポlisis very si mi 1ωto P plebeiω 

and 尺siamensisMotomura， Iwatsuki & Yoshino， 2001 in overaU 
body appearanc巴andthe possession of many common ch31"acter内

for example， several promin巴ntd泊 kstripes pl巴S巴ntalong th巴

longitudinal scal巴rowsabov巴th巴laterallin巴ands巴veralfaint 

st:ripes b巴low，te巴thviJliform on the vom巴r，base of a1l flfst dorsal 

fin spin巴ssimilariy thick巴n巴dand the lateral Lin巴llnbranched(see 

Motomura el a/.， 2001a， b). Accordingly， th巴sesp巴Cl白血巴Likely

to hav巴originatedfrom a COlllmon anc巴st:ralsp巴Cl巴5

In th巴cas巴ofP siamen.sis， speciation is consid巴I巴dto hav巴

resulted from s巴alevelchang巴sin th巴巴ast巴rnIndian and west巴rn

Pacific Oc巴加1Sduri ng the PI巴lstoC巴n巴，the last cold p巴riodb巴Ing

about 12 000 Y巴加sago (Morl巴yandFI巴nl巴y，1987). The speci巴S

is known onJy 白omthe Andam3l1 Sea (onJy 3 sp巴cimenshaving 

b巴巴nl巴port巴dfrom th巴GuIfofThailand)， wh巴1・easP plebeius 

(clos巴Iyrelat巴dto the fornl巴rin having 5 p巴ctoral日I創11巴nts)and 

P se.ポlisare widely distlibuted in 批Indo-Pacific(Motomura el 

α1.，2001 a， b). Ouring th巴lastcold p巴riod，sea 1巴V巴Ishave been 

T"abl巴1.Counts and prop0ltionalll1eas凹ll1entsof Polydacかluss吋lis，巴xpn巴ssedas percentages of standard length 

Polydactylus sexfilω 
from Hachijo-jima from Indo-Pacific 

n= 1 /7. = 38* 
456 36-265 Standard 1巴ng出 (mm)

Counts (mod巴s)
OorsaJ fin rays 

AnaJ fin rays 

P巴ctoralfill rays 

Pectoral filam巴nts

Pelvic fin rays 

Pored lat巴rallin巴scales

Scales abov巴/below lat巴ralline 

Gill rak巴rs
M巴asul巴lη巴nts(m巴ans)

Head length 

Bodyd巴pthat 1st dorsal fin origin 

Second body d巴pthat 2nd dorsal fin origin 
Body width at p巴ctoralfin bas巴

Snout 1巴ngth

Oermal巴y巴ope1l1ng

Orbit diameter 

lnterorbital width 

Postorbitallength 

Upper jaw 1巳ngth
Pre-I st dorsal fi n 1巴ngth

Pl巴-2nddorsal fin 1巴ngth
Pr巴-anaJfill 1巴ngth

First dorsal fin origin to anal fin origin 

P巴Ivicfin origin to anal fin origin 

S巴conddorsal fin base 1巴ngth

Anal fin base 1巴ngth

Long巴stP巴ctoralfin 1巴ngth

Long巴stpectoral filament 1巴ngth(6th) 

P巴ctoralfin bas巴length

Long巴stP巴Ivicfin ray 1巴ngth(1 st) 

Long巴st1 st dorsal fi n spi ne 1巴ngth(3rd) 
S巴conddorsal fin spin巴l巴ngth

Longest 2nd dorsal fin ray 1巴ngth(2nd) 

しong巴stanal fin spin巴|巴ngth(3rd) 

Longest anal fin ray 1巴ngth(2nd) 

Caudal peduncle 1巴ngth

CaudaJ peduncl巴depth

Upper caudal fin lobe 1巴ngth
Low巴rcaudaJ fin lob巴length

VIII-I， 13 

IIl， 11 
16 

6 
1， 5 
62 

9/ 13 
12+15=27 

VIII-I， 12-13 (13) 

III， 11-12 (11) 
15-16 (16) 
6 
1，5 
61-67 (64) 

8-10 (9) /12-14 (13) 

11 -14 + 15-18 = 27 -31 (30) 
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27-34 (32) 

26-32 (29) 

28-35 (30) 

9-17 (13) 
5-8 (6) 
6-9 (8) 

8-11 (9) 
8-11 (10) 
15-20 (18) 

13-15 (15) 
34-40 (37) 

59-64 (62) 

60-67 (64) 

38-46 (42) 

20-30 (26) 

14-18 (16) 
15-18 (16) 

20-23 (21) 

28-41 (35) 

9-11 (10) 

16-19 (17) 

18-23 (21) 

8-11 (9) 

21-30 (26) 

7-10 (9) 

20-26 (23) 

23-29 (26) 

13-16 (14) 
39-48 (44) 
37-46 (41) 

ド Data from Motomura el al. (2001 a)， including data for th巴l巴ctotypeand 2 paraJ巴clotypesof PolYI百川ussexfilis 
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巴stlmat巴das b巴ing100 m lower than at pl巴sent(Morley and 

FI巴nl巴y，1987)， the Andaman Sea being an almost enclosecl basin 

du巴tobarri巴rsform巴CIby the Anclalllan and Nicobar Islands 

(McManus， 1985). W巴b巴li巴vethat P. siamensis has originatecl 

from P. plebeius or a commoll ancestral speci巴swhich becallle 

isolatecl by th巴abovebalTi巴rs.Six similar sp巴CI巴ぜ pattellls巴XJst

in Perciformes， viz. Ecsenius lubbocki (BI巴1lI1iidae)，Hapalogenys 

rnerguiensis and Pomadasysαndarnanensis (Ha巴l1lulicla巴)，

Plesiops thysanopterus (plesiopiclae)， and Pomacentrus alleni and 

P. polyspinus (Pomacen仕icla巴)，all enclemic to the Andaman Sea 

(Ranclall ancl Satapoomin， 1999; this stucly)， their sp巴ciatiollb巴IIlg

consiclel巴CIto hav巴 result巴CIfrolll the barri巴rsform巴CIby th巴

Ancl創1lanancl Nicobar Islancls (Ranclall ancl Satapoolllin， 1999) 

Only 2 PolydactyLus species， viz. P. plebeius and P. sexメiLω，are 

wiclely distributed in the lnclo-Pacitic (Motolllura et al.， 200 la， b)， 

wh巴I巴asall oth巴rInclo-Pacific cong巴nersgenera11y occur on 

contll1巴ntalshelves only. Polydactylus sιザilisis knownωgen巴raLly

occur in the vicinity of oc巴anicislancls (Motomura et al.， 2000a， 

2oo1a) whereas P. plebeius inhabits various巴nvironments，inclllcling 

blackish ancl coastal waters on contin巴ntalsh巴Iv巴s，in addition to 

th巴vicinityof oc巴anicislancls， such a div巴rsityof habitats being 

unknown In other cong巴ners.Since speciation is a respons巴to

diversi日cationof habitat巴nVlrollln巴nts(Katakura， 1996)， P. sexjiLis 

probablyevolv巴dowing to great巴radaptability to an open sea Lif，巴

mocle u1an P. plebeius. Because出巴formerhas long巴rseconcl dorsal 

(mean 26% [range 21-30%] of SL) ancl anal fin rays (23% [20-

26%] of SL) than P. plebeius (22% [19-28%] of SL ancl 19% [17-

23%] ofSL， resp巴CtlV巴ly;Motomura et al.， 200 1 a)， both sp巴cles

b巴ingsimilar in ov巴I乱11bocly app巴arance，it is likely Ulat P. seλifilis 

has a greater capacity for swimming in th巴openocean 
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R巴corclof Polydacrylus seベタlisfrolTI Hachijo・JllTI3

摘要

H. Motomllra & H. S巴nOll，2002. Recorcl of Polydαctylus seλjilis (Perciformes: Polyn巴micla巴)from Hachijo-jima， lzu 

Islancls， Japan with Comm巴ntson MorphologicaJ Changes with Growth ancl Sp巴ciationof Relatecl Sp巴Cl巴s.Bull. Kanαgawa 

pr，ψct. Mus. (Nat. Sci.)， (31): 27-31. (本村浩之 .i頼能 宏， 2002 伊豆諸島八丈島より得られたナンヨウアゴナシ
の記錦と本種の成長に伴う形態的変化および近縁種の種分化に関する知見 神奈川県立博物館研究報告(自然

科学)，(31):27-31) 

最近，ツバメコノ シロ不|魚類ナンヨウアゴナシ PolydacりIlussexjilis (Val巴nCl巴nnesin Cuvi巴r&Val巴nCI巴nnes)

の l標本(標準体長456mm全長600mm)が伊豆諸島八丈島より採集された。本種は従来、日本周辺海域では

小笠原諸島父島、琉球列島西表島 ・石垣島 ・沖縄島、薩南諸島奄美大島、および三浦半島からのみ報告されて

いた 。 本標本は伊豆諸島からの初めての記録であり、本種の標本に基づく最大記録であった。 本種の胸鰭~\欠条

は従来不分岐であると考えられていたが、本標本の胸鰭軟条は先端付近で2叉あるいは3叉しており、これは成

長に伴う変化であると判断した。本報告では本楳本を詳細に記載し、本種とその近縁種ツバメコノ シロ p

plebeius (Brollsson巴t)およびP.siamensis Motomura， Jwatsllki ancl Yoshinoの種分化について考察した。

(Receiv巴d:30 Oct. 2001; Accepted: 7 Feb. 2002.) 
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資 料

小笠原諸島のササラダニ類目録

List of Oribatid Mites Collected from the Ogasawara Islands 

青木淳一

Jun-ichi AOKl 

Abstract. From litter and soil sampl巴stak巴non the Ogasawara lslands (the Bonin lslands) by m巴in1977， 

by Dr. T. Nagata and Dr. Y. KOllno in 1982 and by Mr. H. Karub巴in2001 s巴venty-nlll巴speciesof oribatid 

ffiltes were extract巴d.Thirty-six species of th巴m紅巳 n巴wlyr巴cordedfrom the islands， inclllding two sp巴cles

desctib巴das new in the prec巴dingpages of this bllll巴tin

Key words: Oribatid mites， Ogasawara (Bonin) Islands 

はじめに

小笠原諸島のササラダニ類についての最初の調査は

1977年 6月-7月にかけて青木淳一 ・原田 洋によっ

て父島および母島で行われ、採集された多数のササラダ

ニ類のうち、イブシダニ科の4新種とタテイレコダニ科

の2新種について報告がなされている (Aoki，1978; 1980) 

が、その他の多くの種については、未報告のままであっ

た。1982年6月には南硫黄島へ生物調査団が派遣され、

隊員の永田東一郎および河野祐一両氏によって土築中か

らササラダニ類が採集され筆者に もたらされ、その結

果、南硫黄島から 28種が確認された (青木，1982) 0 

2001年6月、 神奈川県立生命の星 ・地球博物館の昆

虫類の専門家である苅部治紀学芸員が小笠原諸島へ調

査に赴くことを知り、 ササラダニ類研究のため土壌腐

植試料の採取をお願いした。その結果、父島および母島

を含めて、 今までササラダニ類の調査がま ったく行わ

れていない兄島、妹島、聾島、 北硫黄島からの貴重な試

料がもたら された。それらの土壌腐植はツルグレン装

置に投入 し、60W白熱電球で 3日間照射し、 ササラダ

ニ類を80%エチルアルコール中にfllJ出した。このよう

にして得られた新しい標本と、 24年前に筆者によって

採集された古い標本の両方を検鏡した。それに南硫黄

島から記録された種を加えると、 以下の目録に示す40

科 79種が小笠原諸島全体から確認された。このうち、

Ju叩Jr川nト1ト-刊h凶iAo依kiパ(青木;淳享一)
Kanagawa Prelectural Museum 01 Natural History 
499 Iryuda， Odawara， Kanagawa 250-0031， Japan 
神奈川県立生命の星・地球博物館
〒250-0031 神奈川県小田原市入生田499
ja-muck@ma.rosenet.ne.jp 

65種は小笠原諸島から新記録の種となる。さらに、 新

種が 2種含まれており、それらは本誌本号の 19- 22 

頁においてカルベイブシダニDiplobodeskarubeiおよび

オオマルシダレコ ソデダニ Xylobatesrotundusとして命

名記載した。

小笠原諸島において、 トンボ類の調査の傍ら、 貴重

な時間をさいて私のために土壌腐植試料を採取し持ち帰・

られた苅部治紀氏に、 心から感謝したい。

試料採取記録

以下に示す採取記録および目録中の記号は、次のよ

うに島名を省略して用いてある。

父=父島、母=母島、兄=兄島、妹=妹島、

製=饗島、北硫=北硫黄島、南l流=南硫黄島。

父 1: 夜明山南方，標高 280m， 1-VII-1977 青木淳一

シマイスノ キ林

父2・ 中央山山頂北東，標高 240m， 1-VII-1977 青木

淳一 ヒメ ツ;"¥キ林

父3: 小湊， 標高 2m， l-VII-1977 青木淳一 ハスノ

ハギ リ林.

父4: 洲1"奇，標高 2m， l-VII-1977.青木淳一 モクマ

オウ林.

父5: 三日月山東中腹，楳高 140111， 1-VII-1977 青木

淳一 オガサワラビロウ林

父6: 奥村~夜明山，標高 100m， 2-VII-1977 青木淳

ー シマイスノ キ林

父7: 三日月山山頂下，標高 180m， 2-VII-1977.青木

淳一 ギンネム林

父8: 大村三日月山登山口，標高40111，2-VII-1977.青

木淳一.モクマオウ林.
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父9: 宮之浜南方，標高 20111， 2-VII -1977.青木淳一

ギンネム材

父 10・清瀬，標高 20111， 2-Vll-1977 青木淳一.リュウ

キュウマツ林

父 11 巽湾西海岸，標高約 100111，15-VI-200l，苅部治

紀 .モクマオウ ・シマイスノキのl吃燥林.

母1: 南Ih奇北東，標高40111， 23-VI-1977 青木淳一 テ

リノ、ボクキ本

母2: 南Ih奇北東，標高40111，23-VI-1977 青木淳一 モ

クマオウ林.

母3: 中ノ平，標高 80111，23-VI-1977 青木淳一 オガ

サワラビロウ林

母4: 石門山上ノ段，楳高 380111， 24-VI-1977 青木、浮

一.ウ ドノキ林

母5: 堺ケ岳山頂東，標高400111，24-VI-1977 青木淳

ー ワダン ノキ低木林

母6: 桑ノ木山一堺ケ岳，楳高 340111， 24-VI-1977 青

木淳一 ヒメツパキ林.

母7: 桑ノ木山，標高 260ITI， 24-VI-1977 青木淳一

アカギ林

母8: 沖村神社，標高40111，24-VI-1977 青木淳一 ガ

2 8
0 

、l
 

'
J
 

笠

原

諸

島

。一一北硫黄島

ρ 

0------南硫黄島

-勺 笠島、
司

言 兄島

¥父島

J守J母島
0"¥、‘妹島

26。

図 1.小笠原諸島.ササラダニ類

の楳本が得られた島々のみ， j詰名

を記入しである

J. Aoki 

ジュマル林

母9: 長浜橋，標高 170111，19-VI-2001苅部治紀 シ

マホルト ノキ ・コヤブニッケイなどの中本

母10: 庚申塚，標高 150111，19-VI-2001 苅部治紀.ム

ニンエノ キ ・シマシャリン}¥イ ・コヤブニッ

ケイなどの林

兄 ・ 万作?兵，標高 20-30 111， 15-VI -2001.苅部治紀モ

モタマナ ・テリハボク・シマシャリン}¥イなど

の海岸林

妹: 北東部に開けた沢沿に，楳高約 70111，23-VI-

2001 苅部治紀.沢ぞいのコヤフ守ニッケイ・ オ

ガサワラビロウなどの林.

鑓 : 象頭山南 ，標高 25111， 14-VI-2001 苅部治紀

ウラジロエノキ ・モモタマナなどの小さ い残

存林

北硫: 石野村上，標高 150111， 23-VI-2001 苅部治紀.

モモタマナの根元.

南硫 1:楳高500111，17-VI-1982.永田東一郎 ・河野祐一.

南硫2:棋高500111， 14-VI-1982永田東一郎 ・河野祐一.

南硫3:楳高600111，14-VI-1982永田東一郎 ・河野祐一.

南硫4:楳高750111，14-VI-1982.永田東一郎 ・河野祐一

採集方法

ササラダニ類採集のための方法は、森林あるいは箪

地の土成表層部を、その上に:J.tt顧する リター(落葉落枝
など)とともに採取し、それを Tullgren装置にかけてサ

サラダニ類を含む土壌動物を 80%エチルアルコール中

に分離抽出 した。1977年の場合には横浜国立大学に、

2001年の場合には神奈川県立生命の星・地球博物館に、

土嬢試料を採取後 3-4日目に持ち帰り、いずれも抽

I:~I装置 Oribat巴c 3010を用いてダニを分離したが、 1982

年の調査では携帯式Tullgren装置を用いて現地でダニの

分離を行った。

採集されたササラダニ類の目録

l印 :小笠原諸島新記録。

#ドrJ:沖縄諸島・八重山諸島からは発見されず、

小笠原諸島に生息する種。

ヒワダニ干ヰ Hypochthoniidae

ネl フトゲナガヒワダニ Eohypochthoniuscrassisetigel 

Aoki， 1959父 l・2・婿

チョウチンダニ科 Sphaerochthoniidae

1・2.スズキチ ョウチンダニ Sphaerochthoniussuzukii 

Aoki， 1977父3・6・8・10・母 1

ツツハラダニ手ヰ Lohmanniidae

!'3 フトツツハラダニ MixacωωexilisAoki， 1970父

4・4首
4. ケブカツツハラ夕、ニ属の一種 Papillacarussp.父

4・8.母 1-3・婿

5 ツツハラ ダニ不|の一種 ALohl11annjjdae sp. A 父

8・9

6 ツツハラダニ科の一種 BLohl11anniidae sp. B 旬

5・6
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イレコダ二平ヰ Phthiracaridae マンジュウダニ手ヰ Cepheidae

#7 ヤマトイレコダニ Phthげαcaru.sjaponicu.s Aoki， 

1958南硫 1-4

;'8. ツjレギイレコダニPhthiracaruscLemens Aoki， 1963 

妹

9 イレコダニの一種 Phthiracarussp.母9・兄 ・妹

10 クゴウイレコダニ PLonaphacarμsku.golu (Aoki， 

1959)父卜2'4-6・9. 11 .母1. 9' 10・兄-妹-

南硫 1・2・4

J 1 ノ、ナビライレ コダニ Hop!ophoreLlacucullata 

(Ewing， 1909)南硫 1・2

#12 ミミカキイレ コダニ Notophthiracarushamatus 

(Hammer， 1973)南硫 l

ヘソイレコダニ手ヰ Euphthiracaridae

13 ヒメへソイレコダニRhysotritiaardω (C.L.Koch， 

J 841)父2・3・6・8・10・母 1. 8・9・南硫4

タテイレコダ二手ヰ Oribotritiidae

14 チチジマイレコダニOribotritiachichijimensis Aoki， 

1980父3.母8・9・婿-妹

15. ミナミイレコダニ Austrotritiaunicarinata Aoki 

1980父卜 3-5・7-9・11.母9. 10・兄 ・妹 ・北

硫南硫 1-4

フサゲモンツキダニ科 Allonothridae

;， 16. フサゲモンツキ夕、ニ ALLonothru.sschuiLingi 

Hammen， 1953父4・8

コナダニモドキ手i↓Malaconothridae

17 チビコナダニモドキ Mα!aconothru.spygmaeus 

Aoki， 1969父3・母9・南硫4

アミメオニダニ手ヰ Nothridae

18. アミメオニダニの属一種 Nothrussp.父3-5・7・

11 .母5・6・8・婿 ・南硫 1.2 

ツキノワダ二平ヰ Nanhermanniidae

19 コノハツキノワダニ属の一種 Cosmohermanniasp 

(図 2D) 父 L.6.11 .母3・5・6・7.妹・ 婿 -南

硫 1・2・4

体型はコノハツキノワダニに極めてよく似るが、11向背

毛はやや幅広いが細長く、木の葉状にはな らない。未

記載の極で、ある可能性が高い。

ニオウダ二科 Hermanniidae

1'20 コノハニオウダニ HermanniapuLcher (Aoki， 1973) 

父 1-7. 11 .尽1・2・5・7・8.婿

ドビンダニ手'+Hermanniellidae 

ィ21. ヤスマドビンダニHermanniellayasumai Aoki， 1973 

父1・2・5・7・8. 11・母 1-8・母9・10・妹・婿

ウス、タカ夕、二平ヰLiodidae

22 ウズタカダニ属の一種Liodessp.父1.8・母10・

妹・南硫2

アナメダニ科 Pedrocoパesellidae

1'#23 ミナミアナメダニHexachaetonieLlahardyi (Balogh， 

1968)父1・5・6・母 1・3・5・8・9

ジュス‘ダ二平ヰ Damaeidae

1'24. ワタゲ、ジュス守ダニ EpidamaeusflαgiLis Enami巴I

Fujikawa， 1989父2・7

25. ツノジュズダニの属一種 Epidamaeωsp.南硫

千#26.オオマンジュウ夕、ニ CepheusLatus C. L. Koch， J 836 

母5

チビイフシダ二平ヰ Microtegaeidae

27 チビイブシダニ属の一種 MicrOlegaeussp 父 1• 

2・1司1.3 

ドテラダニ手ヰ Eremaeozetidae

#28 ドテラダニ Eremαeozetesoctomacu.LatμsHamm巴r，

1973 (図 2A) 父1.母9.妹 -南硫3
南硫黄島からのみま日られている種である。

ヤッコ夕、二平ヰ Microzetidae

*29 ヤッコダニ MicrozetesauxiLiaris Grandj巴an父 11

カゴセオイダ二手ヰ Basilobelbidae

ド30 ノ、ラゲカゴセオイダニ Basilobe!bαpαrmata

Okayama， 1980父1. 2・5-8・11.母1-3・5-8

;'31 カゴセオイダニ Basi!obelbaretiariu.s (Warburton， 

19(2)父3・5・8

クモスケダニ科 Eremobelbidae

ド32 ヤマトクモスケダニ EremobeLbajaponica Aolく1，

1959父J.2・6.母2・4 ・5.7.8・9.妹-婿

イチモンジダニ手ヰ Eremulidae

ド33 イチモンジダニ Eremu.Lusavenifer B巴rlese，1913父

2.母1.5・7・8・9.妹

ハネアシタ二科 Zetorchestidae

~34. ハネアシダニ Zetorchestes aokii Krisp巴r，1987父

1-3・5・6・8・10・11・母 1-7・9・妹・婿

夕、ルマタマゴ夕、二平ヰ Astegistidae

35 マルタマゴダニ属の一種 Cu!troribuLasp. 父6

イブシダ二平ヰ Carabodidae

#36 オガサワライブシダニAu.strocarabodesboninensis 

(Aoki， 1978)父3・7・母 1・8

37 ケマガリイブシダニ Austrocarabodescurvisetigel 

Aoki，1982父 1・6・7・11・母 1-3・8・妹 ・婿

38 ハラダイブシダニAu.strocarabodesharadai (Aoki， 

1978)父3・南硫2・3

#39 ウスイロイブシダニ(改称 Austrocarabodes 

Lepidu.s (Aoki， 1978)父3・11・母8・3・婿
チビイ ブシダニと11乎ばれていたが、別にチビイブシダ

ニ科 Microtegaeidaeがあるので混乱を避けるために、

改称した。

#40 へコイブシダニ Bathocepheu.sconcavus Aoki， 1978 

父 1・2・7・母 1-4・8・9.婿

;'#41 カルベイブシダニ Dip!obodeskaru.bei Aoki， 2002 

(図 2C) 父 1. 2・6 ・7. 11 .母2・3・5-8・9・

10・妹・婿

本誌に掲載された別論文で新種として記載したもので、

タイプ標本には今回苅部治紀氏によって採取された土

壌資料から:J1lJ;':l:'1されたもののみを指定したが、過去の

青木の採集品の中にも多数の個体が見出lだされている。

え42. コノ ノ、イブシダニ Gibbicepheu.sfrondosus (Aoki， 

1959)父1-3・6・7・lJ.母1-3・5・8・9・10・兄 ・

妹

ド43 ナカタマリイブシダニ Yoshiobodesnakatamarii 

(Aoki， 1973)父1.7 .8・11.母 1.3 

44 ナガイブシダニの一種 Odontocepheu.ssp.父1. 
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母8

イカダニ手ヰ Otocepheidae

1'45. コンボウイカ夕、ニ Fissicepheusclaναtus (Aoki， 

1959)父 1.母5・9

46 ヒョウタンイカダニの一種 Dolicherern.aeussp.南

硫 l

イカダニモドキ手ヰTokunocepheidae

1'47 イカダニモドキ Tokunocepheusmizusαwai Aoki， 

1966父2. 11 .母卜 5・9

クワガタダニ手ヰ Tectocepheidae

‘"#48 トゲクワガタダニ Tectocepheuscuspidentatus 

Knulle， 1954父4

ツフダニ手ヰ Oppiidae

49 コブヒゲツブダニArcoppiaviperea (Aoki， J 959)父

1 . 2・5・8・10・11'母1・3・4・6・婿 ・南硫 1

4 

1'50 ナミツブダニ OppielLanova (Oudemans， J 902)父

51. ツブダニ属の一種 Oppiidaesp. A 母9

52 ツブダニ属の一種 Oppiidaesp. B南硫 1

53. ツブダニ属の一種 Oppiidaesp. C南硫 l

54 エダゲツブダニ属の一種 Brachioppωsp.父2・8・

母 1・8・南硫 l

マド夕、ニ科 Suctobelbidae

明日 オオマドダニAllosuctobelbagrandis (Poli， 1908)父

56 マドダニ属の一種 Suctobelbellasp父11.母6・

南硫 1

57. マドダニモドキ属の一種 Suctobelbilasp 父2

58. マドダニ科の一種 Suctobelbidaesp.妹

モモブトダニ手ヰ Arceremaeidae

59. モモブト ダニ Tecteremaeussp.南硫 l

スッポンダ二平ヰ Cymbaeremaeidae

*#60. コロポックjレダニ Ametroproctusreticulatus Aoki 

巴tFujikawa， 1972父6

本種は北海道をタイプ産地として記載され、その後、

本州の長野県や山梨県の高山帯から次々と発見され、

主として寒冷地ないし高山帯に生息する種と考えられ

ている。もっとも低い採築地点として奥多摩日原の

1300 mの地点から得られている。そのような積が小笠

原諸島から発見されたことは信じがたいことである。

コソテ‘夕、ニ手ヰ Haplozetidae

オ61.チビマルコ ソデダニ Peloribateslongisetosμ5 

(Willmann)妹・婿

1'62. リュウキ ュウマjレコソ テ守ダニ Peloribates

ryukyuensis Aoki et Nakatamari， 1974同5

63 マルコソデダニ属の一種 APeloribates sp. A父

J • 2・母 1-3・兄・妹

64 マルコソデダニ属の一種 BPeloribates sp. B南硫

3 

Bι#65 オオマjレシダレコソデダニ Xylobatesrotundus 

Aoki，2002母 卜 2・8・9・妹 ・婿・ 南硫 1-4

本誌の別論文中に新種として記載したものである。父

島からは見出だされていない。

J. Aoki 

66 シダレコソデダニ属の一種 Xylobαtessp 父2

67. ホソコイタダニ属の一種 Incabatessp 父 ll'婿

コイタダニ手ヰ Oribatulidae

*#68. サカモリコイタダニ Zygoribatulasakamorii (Aoki， 

1970) 父4・5・7・8・10・母2・3・北硫

マブカダ二平ヰ Oripodidae

ド69 ミナミホオカムリダニ Truncopesmoderatus Aoki 

巴tOhkubo， 1974母9

オトヒメダ二平ヰ Scheloribatidae

ネ70 コンボウオトヒメダニ Scheloribateslatipes (C. L. 

Koch， 1841)父3・4・母 1・7・8.兄 -妹・婿

71 オトヒメダニ属の一種 Scheloribatessp.母4・7・

8 .婿 -南硫l

コバネダニ科 Ceratozetidae

オ72.キュウジョウコ}¥ネダニ Ceratozetesimperatorius 

Aoki，1963母 8・10

工ンマダニ科 Phenopelopidae

73 エンマダニ属の一種 Eupelopssp 父3・母5・7・

10 .婿

ツノフリソテ‘夕、二平ヰ Ceratokalummidae

1'#74 ケタノTネダニ Cultrobatesnipponicus Aoki， 1982父

J .妹

フリソテ‘夕、二平ヰ Galumnidae

!、75. リュウキュウフリソデダニ Galumnaflabellife ra 

or凶 1talisAoki， 1965 (図 2B) 婿

誌76. アオキフリソデダニ Pergal川 117aaokii Nakatamari， 

1982兄 ・婿

77. チビゲフ リソデダニ Trichogalumnanipponica 

(Aoki， 1966)父1・2・4・婿・ 南硫4

"'78. ハゲフリソデダニ属の一種 Pergalumnasp 母 1

79 フリソデダニ属の一種 Gal叩 117.asp.南硫1. 2・4

小笠原諸島のササラダニ相の特徴

小笠原諸島とともに日本の亜熱帯に位置する沖縄諸

島と八重山諸島のササラダニ類については、Aoki(1973， 

1974， 1982， 1987a， b)，青木(1998)，Aoki & Nakatamari 

(1974)， Ito etal. (1987)， N討<atamat;(1980，1982，1983，1985， 

1986)，中玉利 (1978，1981，1984，1985)などによる報告が

ある。これらと小笠原諸島での調査結果とを比較する

と、次のようなことがわかった。種名が確定した種につ

いていえば、沖縄八重山諸島からは 113種が記録されて

いるのに対し、 小笠原諸島からはその半分以下の 51種

が記録されている。両諸島に共通に分布する種は 35種

あったが、沖縄八重山諸島のみに生息する種が 78種

あったのに対し、小笠原諸島のみに生息する種は 16種

のみであった。小笠原諸島におけるこのような種組成の

貧弱さは、沖縄 -先島両諸島が大陸島であるのに対し、

小笠原諸島が完全な大洋島であることと、島の面積が小

さいことなどによるものであろう。

沖縄 ・先島両諸島に分布する科で、小笠原諸島から

は見出だされない科として、ダルマヒワ夕、ニ科、カザリ

ヒワダニ料、マエイレコダニ科、ニセイレコダニ科、ハ

ラミゾダニ科、モンツキダニ手ヰ、 ヒラセナダニ料、ホソ

クモスケダニ科、ツヤタマゴダニ科、イトノコダニ科、
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図2.小笠原諸島で採集されたササラダニ類の 4極 A ドテラダニ ErenweozelesoC!omacula/Us Hallllll巴I 日本では小笠原

諸島のみからま日られる(妹島， 体長0.43Illm). B リュウキュウフリソデダニ GalulIlna.flabelliferaorien.Ia!is Aoki.南西諸
島のみから報告されていた種(笠島， 体長 0.33Illm).C:カルベイブシダニ Diplobodeskarubei Aoki.今回新種として記載

された種(笠島，体長 0.57mlll). D:コノハツキノワダニj茂の一種 Cosm.oherrnann.iasp..種名未路定だが，新種の可能性

がある (妹島， 体長 1.001TUll). (苅部治紀氏土壌試料採集，青木淳一ダニ分自Ifr，棟木作成，慌;彩)
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セマルダニ科、ザラタマゴダニ科、カブツダニ科、フリ

ソデダニモドキ科など多数の科があり、これらの不|のも

のは、風または海流による遠距肉Ifの分散移動に耐えがた

L 、グループであろうと思われる。

逆に、沖縄 ・先島両諸島では発見されていないミミ

カキイレコダニ、 ミナミアナメダニ、ドテラダニ、オガ

サワライブシダニ、へコイブシダニ、カルベイブシダ

ニ、オオマルシダレコ ソデダニなどは、ミクロネシア系

統の種で、南方から流木などに乗って移動してきたもの

であろうと推定される。全体的な印象として、 小笠原諸

島にはイブシダニ科の種が種数・個体数ともに豊富に生

息しているのが特徴的であると言える。
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